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1. 研究目的と方法
ここでは，木綿から繊維を抽出するための処理工程のうち，綿実の除去についての技術的方
法の発展過程をとりあつかうものである。木綿の果実は，種実は綿毛によって包まれ，その上
を架によって皮のように被われている。線繰とは綿実と綿毛とを分離する作業をさすわけであ
る。もちろん両手によって綿毛を除去することが，最初に行われ，あるいは現在でも，道具を
使用しない地域にあっては，この作業方法によっているが，非能率であることはいうまでもさ
い。そのためには能率的な作業ができる方法への道具の発明があり，そしてさらに器械から機
械への発展となり，これらが綿繰具をうみ，さらに綿繰機械へとむかうことになるのである。
日本における綿繰具の発展を述べるのが，主な目的ではあるが，ここには中国からの木綿の
栽培技術とともに，木綿処理道具の通入がみられ，さらにはその綿繰の原理をさぐるためには，
その道具の原型を求めることの必要にせまられ，その比較文化の立場からは，この綿繰具が使
用されてきた東南アジア・インドにおよぶ比較的研究がなされるべきではあるが，何分にも広
範囲におよぶので， ここでは現在までの調査してきたものから，資料を提供することにとどめ
ることにした。
日本において木綿生産に使用されてきた綿繰具は，明治五(-八七二）年ごろからアメリカ
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より輸入される綿繰機械にとって代わられることになり，明治ー0年代には，これらを模倣す
る国産機械が普及し，国内綿の生産の衰頗とともに綿繰機械は輸出向に生産され，朝鮮・中国
市場にむけて，大阪製の綿繰機械が輸出をみることになるのである。ここに一つの技術移転の
典型的発展形態をみることが可能ではなかろうか。このうち綿繰具から綿繰機械への転換，国
産綿繰機械の生産，中国への綿繰機械の輸出，などの項目についてほ，紙数の関係から省略す
ることにして，別稿を参照にされることを希望する次第である。
綿繰具という一つの民具についての調査については，文献調査だけでは，現在のところ何も
わからないということになり，これ以上，研究の進展は望めないであろう。これは実物調査に
よることに抵抗があり，限界についての認識が充分でないことにも起因するのであろう。この
ようなことから，ここでは実体にせまるために，現物の調査を甚本にして考察することにし
た。そのため従来からの見解とはまったく異なる結論が生じることにもなるのである。
現在，綿作地やそれに関係のあった地域の博物館・歴史民俗関係の資料館，および郷士館な
どの博物館施設に保管展示されている綿繰具ほ，収集の目的・意図などにより，多少の差はあ
るが，将来にわたって保存される可能性をもっており，それにたいして現在，個人のコレクシ
ョンにおける消極的保存機能とのあいだにほ，格段の保存機能の差がみられるのである。この
ような資料の保存と再検討性とを考慮した上で，ここでは昭和五七年度より全国的な実測調査
を実施することを試みることにした。この実測する点数については，数量が多いほどより正確
に母集団に近づくことになるが，これも調査能力に自ずから限界があり，現在のところ，〔表〕
3. の「綿繰具実測調査明細表」に示す点数を実測調査し， その他の資料については関連的
に，現状の保存状況から観察したにすぎない。また同一の個所に，保存されている場合にも，
すべての収蔵品を悉皆調査することができず，数点を調査するに止まっている。そのため統計
的数値の検出には無作為抽出による資料でなけれぼならないが，時代性・地域性・使用の有
無・部品の欠如と補完などを考慮して，有為抽出とならざるを得なかった。資料数は一00点
を目標とし，それ以上の数量については，欠陥のある不完全な資料について調査資料から除外
することとした。
ここではまず実測調査したことの意図について述べておきたい。写真は広角・望遠レンズに
よる場合を除いて表面的には，実物を正確に写しとる現代的な最高の方法といえるであろう。
ところが立体的な物体であるにかかわらず，表面的な映像しかとらえることができず，特別な
カメラを必要とすることになるであろう。そのためには現状でほ，手数を要することではある
が，細部まで必要とする機能的個所にまで，詳細な実測調査をする必要があろう。
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2. 木綿の処理方法
まず綿繰の原理とその処理するための道具からみることにする。原理的には，綿毛を綿実か
ら分離するだけであるから，両手の指先でひっぱり，綿毛を引きぬく方法からはじまった。こ
れはホイットニーの綿繰機械が使用されるまで，綿繰具の使用されなかった地域では，いずれ
2) 
も同様の方法がとられたのであった。
もちろんこの手作業は，ていねいな作業をするならば，短い繊維まで充分に取り去ることの
できる利点はあった。また小規模の自給自足的な農家の副業としても，能率を問題にしなけれ
ば，もっとも適当な方法であった。しかし何分にも大量を処理する能力を欠いており，能率の
悪いことは否めない事実であった。世界的にみても，それぞれの伝統的な木綿生産地では，原
住民がまだこの方法に依存している地域がみられるのである。ところが自給自足的生産でも，
必要とする木綿が増加するならば，指先だけの操作によるよりも，別の簡単な道具を使用する
ことになる。それは原理的には圧延による綿実から綿毛の分離であった。木の平板（地域によ
ってもことなるが，一般的に平滑な台がつかわれ，インドネシアのような東南アジアの地域で
は，海亀の甲羅によることもある）の上に，丸棒（比較的重量のあるものがよく，鉄棒が能率
的である）をおき，綿の上を回転させながら綿毛を分離するものである。
このような方法は，地域的に，それぞれぺつの方法が工夫されたのであろうが，何分とも発
展過程があきらかでない。むしろ地域的な現状の観察から，それをあとづけることが必要であ
ろう。そのためできるかぎり文献と遺物により観察していくことにする。
1)インドの綿繰 古くから木綿生産の盛んであったインドに，多くの原初的な方法がと
られたとみられるが，その方法には，「手繰り」と「足繰り」とがあった。 ドラワール Drarwar
地方にみられた足繰り FootRoller Ginとは，平滑な石の台（アルクール arukul, 三x-
五x五センチ）に，鉄棒（クダ kuda,直径二 X長さ三〇センチ）を横位置におき，綿繰工は
台を前にして椅子にすわり，処理する実綿を手前においたのち，木または竹の足皮（パワンチ
ジス pawantgis)をかぶせ，両足をのせて前後に動かす。右手で実綿を補給し左手で繰綿をか
3) 
きあつめ，つぎつぎに処理していく。この作業は主として婦女子の仕事であった〔図3〕。
グジャラート Guzerat地方の手繰りにつかうクルカ (Churka,あるいは Charka)は，〔図
1〕に示すように素朴な加工をした木製の綿繰具で，構造的には，すべての綿繰具とおなじも
ので，二つのローラーは，斜歯歯車によって連結され，把手をもって廻すことで，互いに逆方
向に回転するものである。 もとは二人で両側から把手をもって回転させたが， 省力化のため
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に，一人で繰るものへと発展し，一日に二～三 ・Oキロくらいの綿花を処理することができた
という。この綿繰具の形式は現在でもみることができるが，また鉄の普及とともに，鉄製の
ものまで製作された〔図 2〕。多くのインドの綿繰状況の説明に使用している文献は， この二
4) 
形式のものを掲載している。
ここでの作業姿勢は， 「片立膝」によるのが一般的であり， 「椅子」にかけて作業するもの
は，特別の場合とみることができるので，全体からみると綿繰具の普及により，急速に使用が
ひろまったものとみられるのである。
2)ネパールの綿繰 形式と大きさにおいて，タイのものに類似しており，加工の程度は
あまりよくはない。ロクロは，樫を使用しているようで，タイのように黒檀を使用できるよう
な環境ではなかった。おそらく道具として，この地に綿の処理技術とともに，南から伝播をみ
たものとみたい。ただこのような綿繰具の使用は，木綿による衣生活の漫透によるところに存
5) 
在価値がみいだされるのである〔図版第三〕。
2)東南アジアの綿録 まずインドネシアの綿繰具は，斜歯歯車をそなえているが，部分
的には，細工があらく，どの程度にまで綿花を超出できたものか，疑問視されるような形態を
もつものがおおい。ジャカルタ国立博物館に展示されているのも，いずれも同様な加工程度で
あり，斜歯歯車をそなえているのは同じであるが，形態は地域的な特徴をもち，高さの低いも
6) 
のが多かった。しかし形式的には，中国の綿繰具と同じ構造をもつものからして，おそらく大
陸からインドネシアの島嶼部へ木綿伝播とともに普及したものであろう。なお第二次大戦中に
7) 
おいては， 日本の綿繰具が送られて使用されたという。
ボルネオの綿繰具は，一九00年代の風俗写真からみると，形式的には， 「二人くり」に相
当するものであり，図では，一人の女性が操作する状態をしめしているのであるが，器台の反
対側には把手があるので，両側から二人によって回転操作するのが， もとからの操作方法であ
8) 
った。これを一人の作業に省力化したものとみられるのであり，実綿の挿入と回転とを交互に
行うことなった。ただ器台の背が非常に高く，崩した正座の作業姿勢によっても，腕を高くあ
げて回転操作することになり，疲れることになるのではなかろうか。このことは外部からもた
らされたものと推測することも可能である。
タイの綿繰具は， やはり中国のものと同様な形式をもつものであり〔図版第三〕， 一組の斜
歯歯車をそなえているが，その加圧のため下部から斜歯歯車と乎行に，支持柱に打ち込まれて
いる。この方法は，朝鮮半島のものと同じであるが，わが国のものとは，一致をみない。やほ
り器台の高さは，わが国のものと比較して非常に高く，把手の位置もそれに応じて高いので，
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回転操作には，疲労することが推測されるのである。
3)朝鮮半島の綿繰 朝鮮半島への木綿伝来は非常に早く，朝鮮時代の後期には，半島全
体にひろまっていたから，おそらく綿繰具も同時につたえられたのであろう。 『朝鮮ノ在来農
具』によると， 「しいあー 」 （綿実繰器）と称した形態は「右手二把手ヲ廻シ左手二綿実ヲ持
チ廻転軸二綿ノ繊維ヲ挿入セシムルトキハ殻ハ前方二落チ棉花ハ廻転ニヨリ後方二繰リ出サレ
受器二入ルモノニシテ現今尚使用スルモノ多シ多ク松又ハくぬぎニテ造ラレ大小種々アリ，重
量ハ小形ノモノニテニ貫匁内外ナリ」とみえ，功程（能率）は「女一人一日二棉花二斗ノ実ヲ
9) 
除去シ得ヘシ」とする。日本の綿繰具と比較して支持柱の丈が高く（ここでは，総高1尺6寸
6分＝約50.29cm), 斜歯歯車は片側のみであり， 歯数は2枚であった（ただし調査番号86-18
は三枚） 〔図版第二〕。楔は， 斜歯歯車と平行につけられており， 下部圧力板と同じ方向にな
り，無駄な出っ張りをとらないように工夫がなされている。
なおこの綿繰の操作は，現在でも韓国水原市郊外の民俗村で実演されている。
4)中国の綿繰 『靱耕録』によると，中国の江南地方に木綿が導入されたときは，なん
10) 
ら道具らしいものはなく，もっとも原始的な方法である指先で核（もも）から繊維をむしりと
る作業は極めて手数がかかり，一斤（基本的には， 160匁=0.6キロであるが，木綿では120匁）
の繰綿を，実綿から採集するのにまる一日を要したといわれる。
ところが福建や広東など一部の地方では，鉄杖（尺鉄展・輻軸・鉄艇ともいう）で，綿の核
を趣出する方法がとられていた。一方， 『農桑輯要』は，華北の綿作について述べているが，
用鉄杖一条，長二尺，粗如指，両端漸細，如趣餅杖様，用梨木板長三尺，闊五寸，厚二寸，
倣成床子逐旋，実棉子置於板上，用鉄杖旋旋趣出子粒，即為浄棉。
「鉄杖一条は，長さ二尺，太さは指の太さほどで，その両端は漸次細くなり趣綿杖（餅を
延ばすための延べ棒）のようなもので，それに長さ三尺，ひろさ五寸，長さ二寸の梨材の
板を状子にして， その上に逐次実綿を置き， 鉄杖をくるくる廻して， 子粒を趣出し浄綿
（綿花）をとる」
11) 
とし，華北の綿作にもこのような道具が使用されたことを認め，また厳中平はこれを「鉄杖趣
12) 
槌法」とよんでいる。
このように「足繰り」にのこされている趣出方法の技法は，二つのルートによる木綿の流れ
により，インドから一つは北上して新彊地方に導入されたものであり， もう一つは越南地方に
もたらされたものとみられよう。このことから早くから華北に，この鉄杖による方法がみられ
たことに，なんら疑いの余地はないであろう。
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このような原始的な紡績方法にたいして，技術革新の起こったのは松江府（江南文化の中心
地で，楊子江下流のデルタ地帯の東端に位置する）の地方で，黄道婆とよばれる婦女が元貞年
間（ーニ九五～七）に海南島方面におもむき，中国よりも技術的進歩をみせていた「担弾紡
13) 
織」の技術を習得し，その道具をもちかえったといわれる。
陶宋儀『鞍耕録』によると，
国初時有一娼名黄道婆者， 自崖州［海南島〕来。乃教以倣造拝・弾・紡・織之具。
とみえ，そのためとくに， この地の紡織技術が向上し，品質のよい綿布が生産されるようにな
り，人びとは富裕になったという。厳中平は，王禎『農書』 「農器図譜」に図示されている木
14) 
綿攪車が，黄道婆の伝授したものとしている［図4〕。
王禎『農書』には，
昔用轍軸，今用攪車，尤便。夫攪車， 用四木作桓， 上立二小柱， 高約尺五， 上以方木管
之，立柱各通一軸，軸端倶作悼拐，軸末柱敷不透。二人捧軸，一人嗅上棉英，二軸相軋，
則子落於内，棉出於外，比用輌軸，功利数倍。
「昔は帳軸をもちいたが，今では攪車をもちいるのが最も便利である。攪車とは四本の木
で桓を作り，上に二本の小柱を立てる。その高さは約一尺五寸，上に四角の木の管をつけ
る。柱には軸を一本ずつ通し，軸端はともに把手をつけ，軸末を柱にはめこむが，つき通
さないようにする。二人で軸をあやつり，一人は棉をあてがうと，二本の軸が軋り，種子
は中におち，棉は外に出る。これは輛軸にくらべて数倍の能率がある」
15) 
と述べている。
この『農書』は黄道婆が紡織技術をつたえたのち，わずか二0年をへた皇慶二(-三一三）
年に刊行されたものであるが， とくに木綿に関心をもち，付属の『農器図譜』一九には，各種
の処理道具を図示し解説を加えている。つまり三人繰りによる作業であり，二人が器台の両側
にあって帳軸を回転すること， もう一人が綿英を帳軸の問に挿入すること，からなっているも
ので，非常に大掛かりなものであり，鉄杖のような道具を使うものにたいして能率は，数倍あ
がったとしている。
たしかにいままでの鉄杖をころがし綿繰することと比較して，能率があがったことはいえる
が，操作には三人を要するため，作業能率としてはあまりよくはなかった。『農器図譜』では，
たんに道具だけを掲げていて，作業姿勢が不明であるが，おそらくかがんだり，座りこんで操
作する座位姿勢であった。ところが中国の漠民族の姿勢は，本来，このような道具の大きさと
作業姿勢にはなじまず，椅子による作業姿勢であるため脚台にを付属させ，作業姿勢にあわせ
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るよう改良を加えることになった。
ただ『農器図譜』に掲載の綿繰具の挿図には，輌軸につけられた把手が，上部轍軸にのみ，
柱の両側に付属するのは描写の誤りで，これで回転操作するときには上部帳軸のみ廻転するこ
とになる。これは天野元之助が指摘するように，原図をあやまって印刻したことによるもので
ぁぢ。
このような綿繰は，わずか五0年たらずの間に，一人で操作のできる踏車にとってかわられ
た。徐光啓『農政全書』 〔崇禎ーニ（一六三九）年〕巻三五には，先学の言を引用し自説を展
開しているが，
今之攪車，以一人当三人突。所見包容式，一人可当四人，太倉式，両人可当八人。
「いまの攪車は一人で三人分の仕事をする。見るところ包容式は一人で四人分の仕事をす
る。太倉式は二人で（操作するが），八人分の仕事をする」
17) 
と能率のよい攪車が出現したことを述べ，一人で操作する軋車の能率比較をしている。初刊本
には，王禎『農書』の攪車の図をそのまま挿入している〔図5〕。この図は，また『三オ図会』
〔万暦三五（一六〇七）年〕にも，とりいれられ〔図6〕，同じ説明をしており，
昔用輌軸，今用攪車，尤便，夫攪車， 用四木作桓， 上用二小柱， 高約尺五， 上以方木管
之，立柱各通一軸，軸端倶作捧拐軸，未柱痰不透。
「昔は帳軸を用い，今は攪車を用いる。その攪車は，四つの木を用い，桓に作し，上に二
小柱を立つ。高さ約尺五，上に方なる木を以って之を管し，柱を立つ。各一軸を通し，軸
端倶に挿拐を作り，軸末の柱の痰は透さず」
としている。
操作方法は踏車の前にすわり，実綿を二つの朝軸の間にはさむと同時に，右手によって把手を
廻転すると，下部暇軸軸だけが廻転し， もう一つの上部轍軸は左足によって踏みこまれ，反動
的な廻転を防止するようになっている。この踏車の特徴は，従来のものでは三人を要したの
が，
攪車一人
包容式一人
太倉式二人
となったとするのである。
三人に相当
四人に相当
八人に相当
このことは構造的改良と，それにともなう人手の減少により，能率的には三～四倍の処理量
の増加がはかられた。そのうち包容式踏車の構造は不明であるが，太倉式踏車では，三つの脚
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が付属していること，柱につけられた二つの帳軸のうち，一つは鉄軸であることと，左足で踏
板（あるいは踏棒）を踏むとき，上帳軸と紐とで連結しているので，下部軸を圧迫し転動する
仕掛けになっており，変化する圧力を均整化し，その一方で軋力を強めることになる。これだ
けの記述ではその形態を明らかにすることは困難であるが，宋応星『天工開物』上巻二乃服に
は， 「その花（実綿のこと）の中に種子がくっついているから，棉繰車にかけて分る」と簡単
18) 
に記し， 趣棉状況を図示している〔図7〕。 そこには作業をする椅子を別に置くのではなく，
器台に馬乗りとなって操作する踏車が描出されている。右足によって下軸と把手で連結してい
る踏棒をふみこんで廻転をあたえ，左手で把手を廻転させる。そして右手で実綿を両帳軸の間
に挿入すると，手前に綿実が，そして帳軸の向こう側に綿英が圧延された状態で落ちる。挿図
に「火二焙ル」とあるのは，実綿が十分に乾燥していないと，綿実がつぶれるので，このよう
に火にあぶって十分に乾燥したのであろう。
ところが王雲五主編『国学基本叢書四百種』所収の『天工開物』では，趣棉の図をことにし，
19) 
作業方法・籠の配置が，前者とは逆配置となっている〔図 8〕。 また『古今図書集成』経済彙
編考工典ニー八にも，同様の図が登載されているので編集の都合により，挿図のみ取り替えた
のであろう。つまり鏡に写すごとく，左右対称となって描写されているのである。すなわち右
手で上部帳軸につらなる把手を廻転し，左足で踏棒をふむことにより下部轍軸に付属する把手
で上下運動を円運動に転換させている。一方，左手で実綿を両帳軸の間に挿入して綿繰するこ
とになる。つまりこの挿図においては，描写上の処理方法として，左右対称に原図を転換する
ことを試みたのである。ただその意図がどこにあるのかについては明らかでない。想像をた＜
ましくするならば， このような別の方法により，描出することに著者独自の表出性がみられる
のである。
また徐光啓『農政全書』の初刊本には，王禎『農書』の攪車をそのまま挿入しているが〔図
5〕， 道光一八(-八三八）年重鍋本， それを底本にしたと思われる『国学基本叢書四百種』
20) 
所収本には，一人で軋綿する足踏み式の攪車に描き改められている〔図8〕。これが清代では，
実際に使用されているものであるため，挿図のみ取り替えたのか，その出現時期を明らかにす
ることができないが，従来からの系統とは異なるまた別の綿繰具であった。史宏遠によると，
この木綿攪車は，山東省東部の章邸東青野荘や，徳平城南の黄家荘で用いられており，構造は，
四脚の台に四本の柱を立てて二本の帳軸を支えるもので，輌綿者は車の前に座して右手で右端
の把手を廻し，同時に左足で攪車の下の踏条を踏むと，二つの輛軸が相互に回転するので，左
手で綿英をその間に挿入すると，軋花がおこなわれる。能率的には一日二～三斤の浄綿を得る
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21) 
としている。ただ図だけでは，帳軸が木と鉄からなるものか明らかでない。しかし山東省祈水
県で採集されたものは〔調査番号86-27)〕， 同様に山東省で採集されたもので， 同形式のもの
といってよいであろう。ただ大型のものであるために頭部のみが採集されており，これが全体
ではないので，操作がこの記述と一致するものであったかについては明白ではない。
軋車の原理は太倉式攪車と同じ構造をもち，操作にさいして馬乗りになるか，前に座する
かの操作上の違いであった。注意すべきは，わが国の立繰り式のものと構造を同じくするもの
であるので，伝来の経路を考える上での資料となりうるのであろう。
『古今図書集成』にひく『太倉州志』には，
軋車制高二尺五寸。三足。上加平木板，厚七，八寸，横尺五，直殺之板上，立二小柱，柱
中横鉄軸ー，粗如指，木軸ー，径一寸。鉄軸透右柱， 置曲柄， 木軸透左柱， 置円木約二
尺，軸端絡以縄下連ー小板，設機車足，
用時右手執曲柄，左足踏小板，則員木作勢，両軸自軋，左手吸乾花軸痰，一人日可軋百十
斤，得浄花三之ー。他処用帳軸或攪車，惟太倉車式一人当四人，九月中南方賑客至，城市
男子多軋花生業
「軋車の制は，高さ二尺五寸にして，三足をもつ。上に平らな木版を加う。厚さ七，八寸
にして，横一尺五寸なり。直殺の板の上に，二つの小柱を立つ。柱のなかに，ほぼ指のよ
うな鉄軸一つ，直経一寸の木軸一つを横へ，鉄軸は右の柱に透し，曲柄を置く。木軸は左
の柱に透し，約二尺（長さ）の円の木を置く。軸端ほ縄をもって絡め，下は一つの小さな
板に連なり，車足の機を設ける。
用いる時，右手は曲柄を執り，左足は小板を踏む。木作の勢いにしたがい，両軸は自ら軋
む。左手は乾いた（綿）花を，軸の痰に隈す。一人で一日―-o斤を軋ることができ，三
分の一の浄花を得る。ほかの処では，輻軸あるいは攪車を用いる。惟うに，太倉車式は一
人で四人（の仕事）にあたる。九月のなかごろ南方より賑（商売する）客が集まってく
る。城市の男子の多くは，軋花の仕事をする」
22) 
とみえている。この十字柄氏 「ハズミ車」の機能をものもので，これに把手をつけて足踏み
23) 
により廻転能率をあげるようにした。この機能をもつものは，山東省で収集されたものと同様
であるが，残念なことには，十字柄には把手をもたない〔図版第一〕。 この生産能率は， 一日
に実綿を一一〇斤処理して，浄綿三〇斤を出しえるとするが，実際にこのような能率のよいも
のであったかについては疑わしい。ここでは特別の作業方法を示しているのではなく，いまま
での文献にみられる作業方法を再録しているのであり，別段いままでの方法と変わったことを
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記述しているわけではない。
23) 
清代にいると，この軋核の作業状況は，方観承『棉花図』軋花にみえ，その原本の『欽定授
25) 
衣広訓』にも陽刻されている〔図9,10〕。二つの屋内作業は，若干， 軋綿繰作の上での違い
がみられる。左側の屋内には老軋綿エが一台の綿繰具の前に腰掛け，右側の屋内では，二人の
若い作業工が向かいあって作業をしている。この軋車の特徴は，長い眼軸をつかい，幅の広い
挿入口に綿を入れるので大量の実綿の処理を可能としたのであるが，幅が広くなることで上下
帳軸の圧力が弱くなり，趣出力が小さくなるであろう。また把手は両側に付属するが，一方の
端には十字柄がついており，回転が円滑になることを助けている。この機能は山東省で採集さ
れたものと同一の形式である〔図版第一〕。ただ趣出される繰綿が帯状となるには， 余程挿入
する実綿の量を連続的に追加せねばならず，一人の作業としては難しいので，この場合では，
絵画としての表現方法がとられており，この描写には現実とは掛け離れているものとみるこ
とができる。つまり中国に導入された軋車は，中国の風土に適合するように改良が加えられ，
地域的に特徴をもつ形式を生んでいったのである。そのうちわが国へは，数種類のものが伝来
することになる。中国の太倉州でつかわれた「三脚」をもつものを「太倉式」とすると，東大
阪市立郷土博物館所蔵〔調査番号 欠〕の三脚と一致するのは偶然であろうか。ほとんどが四
脚からなるものであることからすると，三脚のものは異例であり，太倉式の影響をうけたもの
かも知れない。
ところがこの攪車に使用される斜歯歯車が，いつの時期から使用されたかについては，王禎
『農書』にみられるような略図では，まったく明らかではない。これについて明白になるのは，
『天工開物』にみられる甘庶搾りの「ろくろ」であろう。ただこれも会田俊夫の説明によると
26) 
描写に誤りがあり，実際には使用されなかったとするのである。しかし『天工開物』には，版
を重ねるごとに，挿図を異にしており，これらを比較対照することが必要で，その結果をまっ
27) 
ての結論をだすことが必要であるが，比較的古い出版には，正確に「斜歯歯車」を写しとって
おり，絵図からではあるが斜歯歯車の使用が認められるだろう。
これまで述べてきた各地における綿繰具の形態からみて，その形式的発展段階ほ，つぎのよ
うになるであろう。
(1) 手摘法 両手の指先により，綿毛を綿実から分離するものであり，もっとも原型とな
る方法である。
(2) 足繰法 手摘法ののち，すぐに現れたものかについては若干の疑問はあるけれども，
鉄杖法とともに作業能率を向上させる方法として出現したものとみられる。あるいは作業
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としては鉄杖法とは遅れるものであったかも知れない。
(3) 鉄杖法 各種の台板の上で，鉄棒を実綿の上で回転させながら綿繰するものであり，
のちの綿繰の原理は，この道具の出現にはじまることになる。
(4) 輌軸法 柱に二つの輻軸を固定し，両軸を接触させて回転し，その間に実綿を挿入
し，綿花を分離するものである。下輌軸はもとの台に代わるものであり，上輻軸は，鉄軸
であることにより， より枠出力をたかめることになる。ただ柱がこの鉄軸を保持できない
ことがあるので，両軸とも木（多くは堅木細工）としているものがある。輌軸の両側，あ
るいは片側に斜歯歯車が付属し，両帳軸の回転を互いに補うことになる。この出現がいつ
ごろになるのかについては明らかでない。
さらにこの初期の形式は， 「二人繰り」であり，柱の両側に把手がついていたものが，
原型であった。そのときあるいは別の人が，実綿を挿入することを担当したのかも知れな
い。そうするならば「三人繰り」が，原型となるであろう。
(5) 踏車法 作業姿勢から，腰掛けを使用するために，大型となり，三脚，あるいは四脚
で支える機台のうえに，柱を立て二つの帳軸を固定するものである。これには回転を円滑
にするために，踏棒により一つの帳軸の力を調整することになる。また地域によって，各
種の形式を生むことになる。
3. 名称と構造
木綿の処理方法として，原則的に，綿毛のついた実綿・綿英とよんでいるものから，綿実と
架をとり除いたものが繰綿であり，このような処理作業を綿繰とよび，この綿繰につかわれる
道具が綿繰具である。
前項でのべたごとく，わが国における綿繰具の使用は，中国からの導入によるものであるか
ら，その名称においても，中国の名称をそのまま使用している場合もあるので，まず中国名を
明らかにしておくことが適当であろう。
(1) 鉄杖（北宋・方勺〔『泊宅編』巻三〕
尺鉄磯 元・熊躙谷『木棉歌』〔『宋元詩会』巻九九〕
鉄杖 元・司農司『農桑輯要』巻二
鉄筋 南宋・周去非『嶺外代答』六吉貝
輻軸・鉄挺 元・王禎『農書』「農器図譜」十九
鉄艇 元・胡三省『音注資治通鑑』 〔至元二二（ーニ八五）年撰〕巻ー五九
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(2) 踏車 陶宗鍛『轍耕録』二四黄道婆
軋車 『古今図書集成』経済彙編 孝エ典ニー八
清・堵華『木綿譜』
脚踏車 『上海手工業調査報告』
足踏機 清・農工商部『棉業図説』
(3) 木綿攪車 元・王禎『農書』 「農器図譜」十九
明・徐光啓『農政全書』巻二五
無足攪車 史宏遠『試論宋元明三代棉紡織生産工具発展的歴史過程』
26) 
などと文献にみえている。
明治の文献において，これを綿繰器（機）とする名称がみられるが，機械化された「綿繰機
械」と混同するおそれがあるので，ここではあえて道具とみることから「綿繰具」の名称を設
定することにした。
わが国の綿繰具では現在のところ，大別して，大型・小型の構造をことにする二種類の綿
繰具が存在する。それをあげると，
29) 30) 
(1) 大型のもの 大攪車・立綿操（『農業全書』『綿圃要務』）・立繰り・立繰機・攪車・わ
たくり馬（『綿圃要務』）など。
31) 
(2) 小型のもの 小攪車・攪車（『和漠三オ図会』）・綿繰車（『第一回内国勧業博覧会出品
32) 33) 
目録』，『加古川市誌』）・真粉（『綿圃要務』，『広益農工全書』）・シンコクリ （真粉繰り＝
34) 35) 
『農業全書』）・シンコロクロ（真粉輔櫨＝大和）・綿実繰器・綿器械（『遠州産草綿製記』）・
綿繰台（『第一回内国勧業博覧会出品目録』）・綿花趣器（『第一回内国勧業博覧会出品目
録』）・妊綿器（ワククリダイ＝『第一回内国勧業博覧会出品解説』）・綿繰器械（『東京府
37) 
下郡部農具図』）・ワタクリ（綿繰＝『和漠三オ図会』）・ワクキリ（綿切り＝新潟）・綿切
器（『第一回内国勧業博覧会出品目録』）・ワクミトリ（綿実取り＝阿波，『第一回内国勧業
博覧会出品目録』）・キワククリ（木綿繰り）・サネクリ（実繰り＝山ロ・大島，宮崎）・サ
ネトイ・ミトリ（実取り＝備前）・ミクリ（実繰り）・ハナシ（＝宮崎）・ロクロ（輔櫨＝
34) 
千葉）・シンコクリ（真粉繰り＝『農業全書』）・シンコロクロ（真粉輔轄＝大和）・ワクヒ
36) 
キロクロ（綿操輻櫨＝『教草』「草綿一覧」， 綿曳輯櫨＝尾張一宮，また一宮轄櫨）・マワ
ククリ・ネジワクなど
に分けることができ， とくに小型のものは，各地で盛んに使用されたために，地方名称をもつ
ものが多い。なおちなみに英名によると，『内国勧業博覧会列品訳名』では，「綿繰台」とし，
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英名を A cotton ginning tool としているが，公式の名称とはいえても， 同博覧会に出品さ
れた綿繰具の名称は，それぞれ出品者において付けられていて，まちまちとなっている。
この二形式のものが， ともに同時に中国より導入され使用されたことは，図示しているもの
38) 
として， 『和漠三才図絵』をあげることができる〔図16〕。ここでは，
三才図会云，木綿攪車把初採曝之陰，或焙乾，用上則治出其核，昔用帳軸，今用攪車，尤
便。其攪車，用四木作桓，上立二小柱，高約尺五，上以方木管之，立柱各通一軸，軸端倶
作捧拐，軸末柱叛不透，二人挿軸，一人隈上綿英，二軸相軋，則子落於内，綿出於外。
「三才図会に云う。木綿攪車は（木綿を）初めて採り， 之を陰に曝し， 或いは焙り乾か
し，これを用いる。即ち其の核を治出す。昔は帳軸を用い，今ほ攪車を用いる（以下，同
じ）」
と『三オ図会』の原文をそのまま引用し，さらに，
按攪（音交）手動也，所図者，与今制同而攪法異也，今唯一人攪之，蓋一軸抽左端，如餘，
又如杵，別横竹於下，以縄診之杵頭，一軸抽右，端如餘，而以右手攪之，以右脚躍竹，則
杵能反転，以左手，隈綿，於二軸交則子与綿相別。
「按ずるに，攪（音交）は手にて動かすことなり。図する所の者，今の制と同じにして攪
る法の異なるなり。今は唯一人にて攪る。蓋し一軸は左に抽き，端は餘の如く，また杵の
如し。別に竹を下に横へ，縄を以ってこの杵の頭に鎚げて，一軸は右に抽き，端餘の如く
して，右手を以ってこれを攪る。右脚を以って竹を躁めば，即ち杵能く反転す。左の手を
以って綿を二軸の交に隈す。即ち子（種子）は綿と相別る」
とその操作方法を観察した次第をのべており，そのうえ， 『三才図会』には，掲載されていな
い小攪車についても，図示したのち，
一種有小攪車，人坐攪之，二軸研成，如診縄
「一種に，小攪車あり。人は坐してくる，二軸祈成して，診へる縄の如し」
と説明を加え，ここでの呼称はそれぞれ「攪車・小攪車」としている。形式は，〔図版第四〕
にみるものと同じものである。
まず大型のものを示しているものは，中村楊斉『訓蒙図彙』第十には「攪車，和名きわた＜
36) 
り」とし，図には，大小二形式が挿図としてみえている。大型の綿繰具は， 「攪車・立繰」と
みえ，図には，四脚台の上に，二つの柱をおき，長い帳軸をささえ，上轍軸を右手にある把手
で廻転をあたえ，下帳軸はそれにしたがって，逆廻転するの防止するものであった。この系統
の大型綿繰具は， 『訓蒙図彙』の新刻・増補頭書の系統のものに受け継がれ， 『頭書増補訓蒙
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図彙大成』にまとめられることになるが，いずれの刊行物においても，その挿図には変化はみ
られず大型の攪車を掲載している。ここでは比較として，『女用訓蒙図彙』，および『頭書増補
40) 
訓蒙図彙大成』の挿図を掲載することにする〔図12,13〕。
これらは同形式の掲載であり，また井原西鶴『日本永代蔵』 『好色―代男』の挿図にも同様
41)42) 
な形式のものがみえている。 『日本永代蔵』では，器台は単に長方形の板状をしており，作業
する女子の両足は互いに揃えているので，作業動作としては適当ではない。前かがみとなって
いて，椅子にたいして机が低く描かれているのでは， どうも作業がしにくいようである。籠に
処理した綿が入れられているのは分かるが，未処理のものについては描かれていない。また大
43) 
関増業『機織彙編』にも， この形式だけを掲載しているのは， この『訓蒙図彙』の系統の出版
物からの転載したものとみてよいであろう。ただこの時期には，小攪車が使用されていたにか
かわらず，その図を掲載しないのほ，技術書としては不完全なものといわねばならない。
44) 
また『百人女郎品定』にみえる「わたくり」 （原題名による）は，享保八（一七二三）年の
ものであるが，それから約五0年へて刊行をみたともおわれる鈴木春信『僧正遍照わたくり』
45) 
には，その原図を参照にしたとみられる図が転載されている〔図19,20〕。両図を比較すると，
画面の右側の部分を切り取り，人物の配置を樅き換えたものであり，それは単に量産される浮
世絵という絵画の製作法に帰せられる問題とみてよく，この二つの絵画のように，実際のもの
より浮世絵の額域において，使用が先行することになり，実際の作業をしめすものか，明らか
でないものを出現することになる。
つまり作業方法は，時代とともに便利なように改良されるのが普通であるけれども，絵画資
料による限り，その変遷を求めることができず，むしろ絵画のみが独り歩きする絵空事であり，
実際に，その使用地でつかわれたものかは，周辺資料により補強し，再検討することが必要で
あろう。
『遠州産草綿製記』 （明治五（一八七三）年Jは，ウイーン万国博覧会に展示を目的として，
各地の産物の製造工程を絵図としたものの一つであるが，このなかに「綿繰之図」がある〔図
23〕。 ここでは綿繰具の前に右手で把手を廻転させながら， 左手で実綿をロクロの間に挟み込
んでいる作業状況が描かれている。ここにみえる綿繰具には， (1)ロクロの両側に斜歯歯車があ
ること， (2)天板， (3)胸角木が付属することからみて，東日本型と断定することができる。遠州
浜松は東西の境界域にあるから，この東日本型が存在することは別に問題はないのである
が，のちには，愛知県における綿繰具の生産が盛んになることから，以東への財売地城が拡大
され，境界域が東へ移動したことが推測できるのではないか。なお『教草』第九「草綿一覧」
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〔明治五（一八七三）年〕として編集した一枚刷りが刊行されているが，当然のこと，綿繰具
の描写は構図こそ違え， 『草綿製記』と同じものを描いている。また『大日本物産図会』 〔明
治ー0(一八七八）年］第七三図「木綿ヲ摘採ル図」には，板間座敷に二人の婦女子がならん
で綿繰作業をしており，その上部に「種をくる」と朱書している。前図と同様に，綿繰具（人
物に比べて大型となっている）の前に正座し右手で把手を廻転させながら，左手で実綿をロク
ロの間に挟入している作業状況が描かれている。そして各部品の構成（その理由は， (1)斜歯歯
車がロクロの両側についていること， (2)胸角木がついていること， (3)器台が角材ではなく，広
い板が器台の代わりをしていること）からみて，東日本型であることも明らかである。このよ
うに『大日本物産図会』という明治絵の描写には，充分に注意を要する。作品は三代広重（一
八四二～九四）によるが，彼は江戸深川の船大工の息子で，初代の門人となり，初代広重が没
したのちは，初代の一立斉の画号，俗称を名乗った。そして文明開化の世相を報道的に描き，
芸術的にはともかくも史料的に価値のある作品を多く描いて，明治の人たちを喜ばせたといわ
れる。ところが『大日本物産図会』のような全国におよぶ地場産業を実地に観察し，描写した
かについては疑問を残しており，二次資料に依拠した形跡がある。
この「木綿ヲ摘採Jレ図」に描く綿繰具でも，河内地方での観察によった描写ではなく，東京
あるいはその周辺地方に使用されているものか，または何かの絵画資料によったものとみられ
るのである。
小型の綿繰具は，のちの名称で，「真粉・小攪車・座繰式」などとよんでいるものであるが，
前者と比較して小型のものであり， 作業姿勢としては「あぐら」， あるいは正座の姿勢で作業
46) 
するものである。したがって中国では，王禎『農書』，徐光啓『農政全書』に挿図としてみら
, 
Uil 
??
??
?? ? ??↓
?
?↓?? ? ?， ? ???
綿繰 〔赳出〕
〔図〕 1. ロクロ断面模式図
圧延
及秤貞IJ〔圧延〕
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47) 
れるけれども，漢民族の作業姿勢からして椅子姿勢が一般的であるので，むしろ小型の綿繰具
は，周辺の小数民族で伝統的に使用されてきたものといえるのである。
『和漠三才図会』には， 『三才図会』の説明と挿図をもとに， 日本で使用されつつあった小
48) 
攪車を追加掲載している。このことからみて，両者の平行的利用は明らかであるが，「踏み板」
は支持柱に付属していて取扱いに不便ではあるが，小型であるため収納に便利であり，場所を
とらないことで，急速に転換するにいたったものとみることができる。もっとも現在保存され
ているもののなかには，この部分が欠損しているものが多い。
〔図〕 2. 綿繰具の部品名称（西日本型による） 〔角山原図〕
綿繰具の部品のうち，主な構成部品は，つぎのとおりである。
(1) 器台 檜 d松など太めの心材を切断したもので，台幅は，九～一〇センチからなり，
台の高さは柱を支えるため五～七センチからなる。多くは，樹の芯の部分を残しているも
のが多い。また角材をつかわずに，幅広の台板をその代用としているものが，北陸• 関東
地方の一部にみられる。
(2) 支持柱 ほとんどが，ロクロの廻転による軸受の役割を兼ねているため，その磨滅を
防ぐため樫を材料とし，側幅ニセンチからなるものが多い。
(3) ロクロ（帳軸） すべてが樫材からなり，直径が一・八～ニ・〇センチのものが多
い。一・八七ンチ以下のものは，廻転による磨滅によるものとみられる。
少数ではあるが，軸の部分に，斜線の切り込みを入れているものがある。その幅は，三
センチくらいの幅の広いものと， 約O・ 五七ンチの狭い幅のものとがある 〔調査番号81-
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05, 81-12, 82-07, 84-09, 86-05, 86-20, 86-21, 86-31〕。
これはロクロに実綿を挿入したとき， ロクロによる滑りを防止するものであるが，使用
するにしたがって磨減し，切り込みが消減しているものもある。
(4) 斜歯歯車 別項でのべたように，ロクロにたいして，両側と片側に付属するものがあ
る。 「歯の山」はニ・三•四ツ山の種類があるが，三ツ山のものがもっとも多い。傾斜角
度は，地域によりまちまちであり，また山の加工方法についても，堅木細工によりまちま
ちである。
(5) 腰板 板の両側面の部分をとがらせて，支持柱に嵌めこませている。多くはへぎ板か
らなるもので，上部は，下端支持棒とのあいだに隙間があるが，この隙間に，実綿がはい
るのを防ぐために，布切れ・紙切れなどを噛ましてあるものもある（調査番号82-11,86-
28,86-34など）。
(6) 踏み板 支持柱だけでは，綿繰作業をするとき動作を支えることができないので，支
持柱から横方向に腕木を「ホゾ」により接続させ，その部分を正座する脚の部分でおさ
え，固定するものである。この接続する部分は，支持柱にたいして直角になっているのが
普通であるが，播州加古川の製作品については，この接続部分が斜方向になって，作業す
るものと綿繰具とのあいだの位置関係が，作業をするに適当な位置関係になっている。
(7) 胸板（胸角木） ロクロの上部に付属する板であるが，西日本のものは，屋根形に両
端のかどを落とした板からなるものであり，東日本のものは，ー・五センチ程度の角材
（胸角木）からなり，東西の形式を分ける部品の一つである。
(8) 天板 東日本の綿繰具のみにみられるもので，二つの支持柱の上端に，板でかけわた
しているものである。これは西日本のものにはみることができない。
(9) 楔 鋭角をもつ三角状の板からなり，支持柱にとおし，ロクロを固定するとともに，
下部から，つきあげるようにして圧力をかけ， ロクロの圧力を一定にして趣出を容易にす
るものである。
⑩ 下部支持棒（軸受） ロクロの圧力を安定にするため， ロクロの下部から支える支具
で，さらに下部を楔により固定している。樫材からなるもので，凹になっている部分の加
工は，一般に良くない。
4. 調査結果
現在までに実施した実測調査と，それについての数少ない文献により，解明される綿繰具の
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綿繰具の形式・変遷過程について，以下，列挙することにする。
1) 大型線繰具（立繰綿）は，現在まで滋賀•田上郷土史料館〔調査番号81-29〕，東大阪市立
郷土博物館〔調査番号欠〕の二個所に収蔵されている。これらは大攪車の形式をとり，二つ
のロクロは木製からなるのが，中国の鉄と木製によるロクロとは異なるところである。そし
て機台の外部には木製の錘がつけられ，回転に際して趣出力を調整し，足踏みにより上部の
ロクロが下方に向かう圧力を足の踏みこむ力により調整している。この二つの形態は，幾分
ともことなっているが，機構自体には，何ら異なるところがなく，製作者の違いとか，地域
的形式をしめするのかも知れない。多くの絵図に描写をみるのは，この形式のものがおお
く，小型の小攪車はすくないが，これは描写に際して，人物との関係で調和のとれた作業形
態を示すことができるので，この構図によるものが多いのであろう。機台の形態から絵図に
描写されるものを加えて分類するならば， 〔表〕 1. のようになる。
形 式］機台形態
第1形式 長方型
第2形式！長方型
第3形式 胴丸型
第4形式＇胴丸型
〔表〕 1. 大型綿繰具の形式
位置関係 ロクロ長 1 脚数
水平長い 4 脚
水乎短い 4 脚
傾斜短い 4 脚
傾斜短い 3 脚
出典，および収蔵
『訓蒙図彙』など， 『日本永代蔵』
『百人女郎品定』，田上郷土史料館
『好色一代男』
東大阪市立郷土博物館
〔註〕このうち第1形式は，ロクロの幅が広く，中国の絵図にみられる綿繰具と一致をみるが日本に導入さ
れ実際に使用されたかは明らかでなく， 『訓蒙図彙』に挿図として取り入れられたのち，多くの絵図に転載
されたので，絵画のみが独り歩きしたとみられる。
また常識的な推測であるが，比較的大型であること，椅子を必要とすることから，綿繰作
業・収蔵に場所をとり，不要となったときには破棄される可能性を含んでおり，これらが残
存する範囲からみて，普及は畿内のみに留まったのではなかろうか。
2)小型の綿繰具は，その形式・構造からみて東日本・西日本の二形式に大別できる。
その大きな特徴とするところは，つぎのとおりである。
(1) 斜歯歯車 東日本型では，帳軸の両側に付属している。西日本型では，輻軸の片側に
付属している。
(2) 斜歯歯車 一般的には，三つ山であるが，古いものには，「ニッ山」，また尾張一宮で
つくられたものには， 「四ッ山」のものが混在している。
(3) 踏み板 東日本型では，器台に対して直角からなっている。西日本型のうら，とくに
加古川で製作されたものほ，器台に対して斜方向に組み込まれている，器台の先端ととも
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に脚の下に入れ，綿繰具をしっかりと動かないように固定することになる。
このうち決定的に区別される要素は，斜歯歯車が，東日本では輔轄の両側に付属するに対
し，西日本では輔櫨の片側にのみ付属するという形式的な相違である。この東西に区分する境
界線は日本の中部地方にあり，最終的な調査結果は，一般的にいわれているように糸魚川・安
部川を境界線とすることになるかも知れない。しかし現在のところその境界線を決定する資料
の集積はされていないが，沼津市歴史民俗資料館所蔵の九点の内容は，東日本型八点，西日本
型一点であった〔調査番号86-15~17はそのうちの三点〕。ただ木綿生産の増大とともに，綿
繰具の流通範囲が拡大されるから，それぞれの仕向地別に製作を考慮するならば，その製品が
東西へわかれて流通するため，本来の形式を維持しているかは明確ではないが，全体的にみて
他の民具の地域的分布と比較することによって，ある程度の推測は可能であろう。
50) 
「斜歯（はすば）歯車」とは，会田俊夫『歯車の技術史』による名称であるが，傾斜した歯
をもつ歯車であることから，この名称が付された。それ以前に出版された『一宮市史』では，
51) 
「傾斜送車装置」と名付けている。ここでは以下，会田俊夫の呼称にしたがうことにする。
調査結果からすると， (1)平歯車からなるもの， (2)斜歯歯車からなるもの，に分類することが
できる。
まず平歯車（歯数九）のもの一点〔調査番号86-15〕があるが， そのほかはすべての綿繰具
に斜歯歯車が付属しているので，斜歯歯車が綿繰具の機台に固有のものであったことが分か
る。この平歯車が付属するのは， 山口県久賀町立歴史民俗資料館〔実測調査をせず〕， 沼津市
立歴史民俗資料館のものと合わせて二点のみが知見に上るが，乎歯車は堅木細工が容易である
ことから，手近の木製歯車を適用したものとみられ，両者の間には，製作者，地域性などの関
係をもつとはいえないであろう。
斜歯歯車は，調査結果では，二，三，四の山をもつ歯車が付属していることがわかる。たし
かに一ッ山の歯車は，送りのビッチを短かくしなければならず，木製歯車の製作には無理があ
り，荼本的にはニッ山であったと推測される。これは山と溝の幅を広くとる必要があったの
で，歯車相互のかみ合わせ面が少なく廻転ムラがあった。残存するものは，形式的には非常に
古いものであるが，必然的に少ない（調査番号81-03,81-04)。三ッ山をもつ斜歯歯車は，遺存
する現物の測定では，直径ー・六～ニ・三センチあり，東日本型にわけられる歯車が柱の両側
にあるものでは，長さニ・五～三 ・Oセンチで，西日本型ではそれよりも長く，長さ四 ・O~
四•五センチくらいで，ほぽ同様の歯車構造をもっている。歯車製作の地域差・個人差にもよ
るが，歯車の山をきわだたせて掘りこんでいるもの，山の角を面取りして歯車相互の接触面を
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〔図〕 3. 斜歯歯車の傾斜度（角山原図）
考慮にいれたものなどがみられ，堅木細工に工夫が施されている。
この歯車の傾斜度は，歯車の山より，分類するならば， 〔図〕 3. にみられるような度数分
布図のようになる。この結果， 「四ッ山」について，傾斜度が鋭角のものが多いことになり，
通常の方法による特徴を見出すことができよう。また多くの「三ッ山」については，三〇度を
標準としてつくられていることが明らかとなるであろう。
52) 
これが『尾張名所図会』に「一宮村にて作る所他にかはりてエ合よく」とか， 『摂陽郡談』
巻一六名物土産の部に，「天王寺攪車 同村民家に造之，繰綿を商ふ者設之，巡り軽して，能木
53) 
綿の種を不残云へり」という特徴のある綿繰具がつくられることになる。これを使用して乎野
繰綿を処理することになり，「同荘の田圃に作る木綿，並に泉州・河州より，当所の市に送り，
攪車に懸て，諸国に商ふ。用糸強して宜市，女エ求之」とすることから，天王寺攪車という一
形式が出現していたことになる。そしてその設置されるのは木綿の集散地であり， とくに大坂
平野郷のような集散地においては，必ずといってよいくらいに設置されていて， 『摂津名所図
会』では「平野繰綿 同荘の田圃に作る木綿，並に泉州・河州より，当所の市に送り，攪車に
懸て， 諸国に商ふ， 用糸強くして宜し， 女エ求之」とし， この生産も同所でさかんであり，
『摂津名所図会』にも，平野製産には「紡車，攪車，杓，紡局（ツム），産後黒薬，膠飴」がみ
えているのば，綿繰具の製作とその処理作業の中心が，このような大量の木綿を取り扱う集散
地にあったこと，その経済は，副産物の綿実から油を絞ることで成り立っていたのである。そ
して繰屋の作業としていたことは， 『綿圃要務』に「又操屋といへる家ありて，其綿を受取，
多く人を雇入れ， くり道具にてくらせて実を去，操綿となす。此操綿をくり粉とも唱ふ」とい
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55) 
うように，家内工業の段階にまで達していたことを示している。
わが国での綿繰の初見は， 『百姓伝記』に収録されており， 「日常使用する道具類」のなか
で， 「一，ろくろ，むかしハニ人ろくろをもちいる。今ハ一人ろくろを諸国に用。またふみろ
くろもあり，上細工のあじよくこしらへたる一人ろくろ徳なり」とする。これについての解説
56) 
者岡光夫は， 「ろくろ 輔櫨。廻転や移動を利用して仕事をする装置」としているが，このよ
うな解説では， どのような作用をする装置であるのか， よく意味がわからない。このろくろと
は，綿繰具のことを指すのであり， (1)二人ろくろ， (2)一人ろくろ， (3)踏ろくろ，の三種の綿繰
具が共存関係にあったことがわかり，一人ろくろが能率的であるとしているのである。このこ
とはいずれの機種にあっても，それぞれが独立的に使用されていたことを示すものであり，伝
来の系統をことにするものであったものとみられる。 (1)二人ろくろは，中国でみられたよう
に， ロクロの両側に，二人が対峙してすわって，両者が互いに把手をもっ逆廻転し，その動作
のあいだに，一人が実綿をロクロの隙間に挿入するものであったとみられる。このようなロー
ラの両側に，把手のついたもの，あるいは把手が挿し込めるように， 「ホゾ」を備えているも
のがある。 (2)一人ろくろとは，作業としては，右手で把手をにぎって廻転し，左手により実綿
をローラの隙間に挿入するものである。この形式は，現在にいたるまで各所に多く残されてい
る。 (3)踏ろくろとは，おそらく四脚台のついたものであり，椅子に掛けて作業をする大型の綿
繰具ではなかったろうか。踏むとは，脚で踏竹をふみ圧力を加えて，重錘の廻転するのを防止
するものであった。ここで「一人ろくろ」が能率的であるとするのは，作業する人数が減少す
ることによること，踏ろくろよりも，大景の綿繰ができることによるものであったとみてよい。
『耕稼春秋』巻之七に， 「木綿のたねを取物也，代銀三匁五分，此端を縄目の如く廻也，或
は両方に取手を付て二人しても繰也」 （内閣文庫本による）とし，綿繰具の挿図を掲げるが，
57) 
その説明とのあいだには麒甑がある〔図15〕。
このような形式化するまでには，前掲のごとく，各種の綿繰具が使用されたようであり，
『耕稼春秋』においても， 「綿繰 木綿ノ種ヲ取物也。代銀三匁五分。此端ヲ縄目ノ如ク切方
ヲ付ル，是ニテニ本トモ車ノ輪ノ如ク廻也，或ハ両方二取手ヲ付テニ人ヽンテモ繰也。八尺，一
尺五寸。」とみえるのであるが， ここでは「二人繰り」もあることを示しており， 一人くりが
万能ではなかったのである。ただここで「八尺」とあるのは，八寸の誤りであろう。そうする
とこの時期のロクロが，のちのものと比較して，幅の広いものであったことがわかる。この
「二人繰り」の資料はなかなかみつからなかったのであるが，ようやく千葉県で使用したも
のにみることができた〔調査番号86-32〕。この両側の把手は，同一のものではなく，右手で操
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作する通常の位置に設置されていた把手にたいし，もう一つの把手は小型であり，使用痕が少
なく，後補のものとみることができる。前者の古いものは，軸に固定されておらず，遊離して
いるにたいして，後者のものは軸に堅くとめられていることも，同時に使用したことを意味し
ない。このことは最初は，片側にした付属していなかったのであるが，使用しているうちに，
別に付加しなければならない事情，たとえば「左きき」の人が使用することになったとか，の
事情が生じたのではなかろうか。つまりこのような各種の共存関係にある段階をへて，次第に
現在の「一人繰り」へと収紋されることになったのであろう。そこには一人で繰ることができ
る改良が加わることになったのである。
5. 製作地
もともと木綿生産地において，綿繰の必要から小規模に製作されたことは，調査したものに
残された銘記などでも明らかとなる。その事例をあげると，
1)伊賀上野（伊勢木綿） わたくり製造所・操本文右衛門〔調査番号86-12〕
2)埼玉行田（真岡木綿） 長野棒屋〔調査番号81-25〕
3)米 沢（庄内木綿） 茶屋藤兵衛〔調査番号86-21〕
などにみられるごとく，それぞれ木綿栽培地の伊勢木綿・真岡木綿・庄内木綿などのように，
全国的にみれば小規模であっても木綿生産と関連して現地で生産され，使用していた。
また明治中期から衰頭におもむき，やがて全国的に商品作物としては消滅した木綿栽培も，
昭和一五年ごろから衣料不足の解消から生産栽培の復活がみられることから，木綿種子の販売
をかねて種苗業者が綿繰具をも行ったことは，
1)滝井種苗京都滝井種苗株式会社〔調査番号84-05〕
にもみられ，この場合には，昭和十六年の購入となっている。
また現在のところ，添付されている商標ラベルなどにより，その製作者がわかるのは，つぎ
のとおりである。
1)日の丸綿繰器製作所 商標ラベルによる〔調査番号81-28〕
2)笠井兄弟商会商標ラベルによる（東京下谷） 〔調査番号81-02〕
3)鈴木商会製作所 商標ラベルによる（愛知県一宮市城崎通） 〔調査番号84-20,86-10,86
-17〕
鈴木商会製作所 商標ラベルによる（愛知県宮田町） 〔調査番号84-19,86-29〕
4)大森兄弟商会（大森製作所ともみえる） 商標ラベルによる（愛知県古知野町） 〔調査
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番号84-09,81-12〕
5)大阪府茨木中央貿易農機具部 商標ラベル・焼印による〔調査番号81-19,86-25〕
6)河部機械製作所 商標ラベルによる（兵庫県，飾磨郡余部村青山） 〔調査番号86-07〕
また焼印・墨書により，製作者が明らかとなるのは，つぎのとおりである。
1)加古川仙助（兵庫県加古川市） 焼印による〔調査番号84-30〕
2)加古川乎右衛門（兵庫県加古川市） 焼印による〔調査番号86-02〕
3)渡辺兼治郎（一宮市一宮本町通地蔵寺前） 墨書銘記による〔調査番号81-13〕
4)長野棒屋（埼玉県行田市） 墨書銘記による〔調査番号81-25〕
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調査の密度の関係もあるが，尾張一宮と播州加古川に，集中していることに注目されたい。
このうち加古川のものについては，十分な古文書調査がすんでいないので，このような製造業
58) 
者についての関連資料については明らかにされていない。
『尾張名所図会』後編ーによると，尾張一宮は輔櫨の生産販売が盛んで， 「一宮村にて作る
所他にかわりてエ合よく，エ人多くありて是をつくり，諸所へおくる事頻し」とし，一宮月並
59) 
市でも山のごとく綿繰具が積まれて販売されているさまが描かれている〔図21〕。
この一宮市でつくられる綿繰具の特徴とするところは，多くの場合，斜歯歯車が「四ッ山」
からなっていることである。おそらくもとは「三ッ山」であったものに， 「四ッ山」が新しく
混入するようになったものとみられ，次第に「四ッ山」に移行したが，現存するものには，古
い形式を残し両者は混在している。
この歯車の廻転を円滑にするには，堅木細工に面取りをするなど工夫を加えるほか，補助的
に油あるいはトリモチを塗布した。これにより斜歯歯車の細工上の不整形による「キシミ」を
幾分でも防止しようとした。使用に際して，油を最初から塗布しているのは埼玉地方のものに
多く， 「トリモチ」を使用しているのは，米沢•新潟・千葉・埼玉・三河地方など，一部の地
方にみられるのみで，全体からみるごく一部に使われた現象で，西日本のものには，まった＜
その使用をみないものである。
この尾張一宮製のものは，明治四（一八七ー）年の北方出張所（旧代官所）宛の書上に，
「御国中並参州濃州地方も売捌申候」とみえ，明治一三（一八八0)年三月の調査には， 「当
時その阪路は当地方を初め，美濃路，又は名古屋を経て参河地方へも大量の移出を見た」とし
60) 
ている。
加古川地方に於いても，加古川市立郷土博物館に所蔵されているものを調査したが，地域的
特色を備えているものではなかった〔調査番号81-21,81-22〕。ただこの地域的特色は，商品化
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した綿繰具が流通し，生産地から離れた兵庫県北部，京都府北部の丹後地方，滋賀県南部にま
61) 
でおよんでいることは，綿繰具の腰板に「加古川仙助」 「かこ川／平右衛門」 「加古川清助」
の「焼印」がみられるからである〔調査番号84-30,86-02〕。あるいはこれ以外の地域において
も，加古川の製作品が見付かる可能性がある。
『加古川市誌』には，この事情に詳しいので，その関係部分「棉車」の全文を掲げることに
する。 「加古，印南二郡は，慶長年代から綿作が多くて，播磨木綿の主な産地であった。後世
酒井家時代老職河合寸翁は木綿江戸専売計画に成功して，この地域の木綿製産高は一ケ年四五
百万反に及んだ。棉花から木綿になる迄の順序は農家は副業として綿を作り，家々に攪車（わ
たくりくるま），紡車（いとくるま），織機（はた）備え棉の木から綿を採集して攪車で綿の種
を取除き，その生綿を綿打屋に托して熟綿とし，紡車に掛けて糸とし，それを織って木綿とし
た。この攪車即ち綿繰車の製作所は，加古川村に四十余軒あってこの地域は勿論，地域外まで
販売され車の本場となった。綿繰車は前記のように綿の種を取り除く小形の道具で左右二本柱
を立てて枠にし， その柱に樫で作った二軸を構え， 左端を相喰む珍らしい形に作り， 右端に
柄を付けて廻転させ軸の間に棉花を挟むと実は内に落ち綿は外に出る。加古川村製造元は橋元
屋，繰屋，車屋，前田，富樫等約二十軒で，外に職人二十余軒があり，製造元は一軒で三人，
五人を雇っているものもあった。繰屋文蔵等は毎年軸一万梃二万本，車二三百台を製出したと
言われている。原料樫は主に丹波産を使い下本という西国産もあった。加東郡厚利（あっとし）
産は良材であったが産出が少なく原料問屋糟谷伊左衛門が販売していた。綿繰車の販売先は東
は近江，美濃，伊勢，参河，岡崎辺まで，西は西浜，富岡，福山，尾道辺までもあり，その北
は鳥取に及んだ。尾道辺りは綿作り盛んで北国千石船は干鰯を積んで沢山入港し，帰港の時は
綿を積み込んでいたので綿の売れ行きは莫大で綿繰業は最も盛大であった。上手なもの一日四
貫目も繰っていたので車の売れ行きはよく繰屋文蔵等はその地方を主な得意として車軸は三百
梃を俵として高瀬船で高砂に送り製造元二三軒で組合船を雇って盆以後に出発霜月極月まで滞
在し販売やまた修繕の仕事もした。直段は一梃三匁三分，一日三百梃から五百梃の売れ行きで
修繕料もまた相当な収入があって，販売には一家挙って行くものが多かったといわれている」
62) 
としている。
この作業状況は， 『備後国福山領風俗問状答』に挿図「村方わたくり女図」とともにうかが
うことができる。ここでは婦女子が風呂敷包みを背負い，綿繰具をその上に置くか，あるいは
手に提げて運搬しているのが描かれている。この綿繰具の形式は，器台の一端が長く先端まで
尖っていることから，播州加古川産のものとみることができ，この福山にまで流通しているこ
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とを明らかにし，渡り職人として繰綿をする女性が存在したことを示すものである。この使用
する綿繰具は，加古川からこの地方にもたらされた事情を伝えるものといえよう。そして「八
月・九月より，今月綿くりと申者，其具を持ち打つれあるき候事多く候。是は木綿さかりの
節，棉を買あつめ繰綿に仕候家々に来りつとい，価をさため繰候者，皆備中笠岡，西浜なと申
処より来候。諺に松永子守，柄前髪，笠岡綿繰と申候」とあることから，笠岡・西浜から福山
63) 
にまで出稼ぎにきているのである〔図22〕。この加古川における綿繰具生産の衰退は，「此のエ
業は明治十年後外綿輸入以来逐次衰えて後には糟谷時蔵一軒になった。時々東播又北国から注
文はあったが専業とする程にもなかった。昭和八年糟谷時蔵死亡するに及んでこの工業は完全
64) 
に絶滅し，今日では日本国中どこにもなくなった」としている。
加古川で製作されたものは， ロクロに特徴があるのではなく，器台の先端が尖っていて，そ
の部分を正座した脚の下におくこと，それに加えて踏み板を器台にたいして鋭角に取りつける
ことで，同時に脚の下におき，綿繰具を固定し作業を容易にすることであった。そのために銘
記がなくとも，形態により製作地の推定を可能にすることになるのである。このような専業化
した綿繰具の製作は，ひろく木綿栽培地にむけて商品として流通することになる。これについ
て京都府下というー地域だけであるが，比較的多くの数量を調査することができたが，それに
よると尾張一宮製作のものが，加古川のものよりも多くもたらされるいることがわかる。丹後
地方のように，木綿生産が他の地域に比べて，少なかった地方においては，このような商品化
された綿繰具を購入することにより，処理されたものとみられ，おそらく京都を経由してもた
らされたものと推測されるのである。
6. 変遷と改良
わが国に導入されたときには，これらの綿繰具は，数種類のものが存在したものとみること
ができる。しかし日本の作業姿勢からみて，小型の綿繰具へと統一されていき，これだけが木
綿生産地，あるいは木綿集散地に，製作の専業化をまねいたとみられる。このため在来からあ
った形式は，専業化された大量生産の固定した形式のものへと置き換えられていく。その生産
地は，堅木細工をともなうので，東日本では「棒屋」，西日本では「堅木屋」のような樫など
をとりあつかう業者を基礎に発展をとげた専業者により製作されることになる。
そのため在来の形式をのこしているものは， ロクロの長い（約ー五センチのもの）もので占
められてたが，次第にロクロの短いもの（約一〇センチのもの）へと転換していくことになる
のではなかろうか。
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とくに地方によっては，これらの形式差が混在する収蔵品がみられるし，また転換しないと
ころ，つまり大量処理を必要としない地域では，旧来の形式をそのままつたえている。
綿繰具から，綿繰機械への転換については，別稿において取扱うことにし，ここでは綿繰具
細部の機構変遷について，観察した各地の綿繰具の部品についてとりあげる。
1)まず二つ接触するロクロの圧力を適当に調節することである。これは支持柱の側部から
楔をもって下から圧力をかけるものであるが，直接ロクロの軸に接触するのではなく， ロクロ
の下端は軸受に相当する下部支持棒によって支えられており，その下部から突き上げるように
なっている。この機構は，いずれの地方でも同様な方法があったものとみられるが，外国のも
のを観察するかぎり，非常に幼稚な方法がとられており，たんに楔でもって，隙間をロクロと
平行的につめものとしているもの〔朝鮮，調査番号86-18〕，楔が単に形だけの状態にあるもの
〔タイ共和国，調査番号86-26〕などがみられるのである。 このような事例からみると， 日本
の場合，使用の過程において他の地域より頻繁に改良が加えられていったものとみてよい。
この楔ほ実綿の挿入しやすいように，柱の内側には楔の末端があまり出ないのがよく，また
楔の大きいのは操作の際に引っかかることになる。また回転作業の途中で，次第にロクロの圧
力に緩みを生じることで，このために上部から圧力をかけることへ転換し，ネジを付属させロ
クロを押しつけるように改良したのであった。この方法は， (1)二本の凸ネジを設け，ネジ廻し
をつかい調節する〔調査番号81-2〕， （功二本の蝶ネジを設け， 蝶ネジを廻し調節する〔調査番
号81も〕にわけられる。この装置が付属したものは，名古屋で考案され中部地方で使用された
のであるが，流通は丹後地方にまで及んでいる〔調査番号84-06〕。
2)把手による廻転は，腕の操作によるから，円滑にいかないことが多い。そのために把手
の反対側に，鉄製ハズミ車を付属させることにより，廻転をなめらかにする方法がとられるこ
とになる。これは「大森式」の特許〔新案特許第262065号〕であった〔調査番号81-12〕。
3)支持柱に，小型の陶器製の軸受をロクロの隙間に被せるようにし，回転による摩耗を防
ぐものである〔調査番号81-05,12,84-06〕。とくに愛知県で製作されたものにみられることは，
陶器の産地である瀬戸に近いことから，その適用となったものであろう。
4)ロクロの表面は，摩擦により減耗してしまうから，実綿をかますときには， うまく食い
込まずに滑ることになる。そのため表面に切り込みを入れること，あるいはロクロが磨滅すれ
ば，それを取り替えることにより，作業をしやすくすることであった。しかしながら最初か
ら，このロクロになんらかの工夫をこらすことになる。特許によると，このために椋欄，ある
いは皮（象皮，あるいは動物の皮）を添布することにより，すべり止めとした。
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明治一八(-八八五）年からの特許制度にたいして，綿繰具の部品的改良は，「特許明細書」
によると，
第三七六号専売特許証改良綿繰器械〔図28〕
第七六三号専売特許証綿繰帳子〔図29〕
の二件があげられる。
そのうち第三七六号改良綿操器械ほ，愛知県（幡豆郡西尾天王町十一番地）の小林栄蔵が出
願したもので， 「此ノ発明ハ本邦ニテ従来使用スル綿繰器械ニー個ノ象皮ヲ周囲二纏タル大転
子ヲ添へ綿繰巻縮ヲ免カレシムルニ為新奇軽便ナリ」とするもので， ロクロのほかに，別に添
えた一本のロクロの周囲に象皮をまきつけ，趣出したのち，直ちにこのロクロを通過すること
により， ロクロに綿毛の巻きつくのを防止することにあった。
また第七六三号綿繰輻子は，岡山県（都宇郡中庄村大字徳芳一八番地）の小池唯次・斉藤徳
五郎が出願したもので， 「此発明ハ綿繰器械二付属スル綿繰帳子〔俗二絹巻卜謂フ〕ニシテ其
価ヲ廉ナラシメ且其表面ヲ、ンテ在来ノ革製ノモノ、如ク容易二滑カナルニ至Jレノ憂ナカラ、ンメ
ンガ為メ其表面二綿布卜椋欄皮トヲ貼リ製シタルモノナリ」としている。この改良の趣旨は，
いずれもロクロの圧力を固定することにより，木綿処理能率を向上させるもので， 「綿布・象
皮・椋欄皮」などをロクロに貼りつけることにより，滑り摩擦による作業能率低下を防止する
ことにあった。
これは変遷ではないが，圧延処理のために，転用された例として，麦稗真田の圧延のため
に，綿繰具と同形式ではあるが， ロクロの直径が三 ·O~四• 五センチの太いものが，使用さ
れている。おそらくこの麦秤真田が輸出向として，盛んに生産される明治二0年代の転用とみ
てよいであろう。これは岡山・広島・香川・愛媛などの，瀬戸内の地域において生産が盛んで
あり，それにしたがって保存されている道具も多い。しかしこれが同形式であるために， 「ワ
65) 
タクリ」の名称をつけ，あるいはこれを綿繰具と誤解している研究者があるなど，現状はさま
ざまである。
ただここで注意しておきたいのは， ロクロの直径であり，直径が大きくなれば，それだけ圧
延するための接触面が大きくなるのは当然のことであるが， このことは綿毛の切り離しの力に
影響することになり，短繊維（リント）は取れなくなり，残存する部分が多くなる傾向にあ
る。そのため麦秤真田との共用があったとしても，効率はよくなかったとみてよい。そのため
綿繰には， ロクロの直径を細くするのが得策であり，第一回内国勧業博覧会の出品にも，従来
の棉花趣器の改良として， 「従来木軸ノ制ノ直径七分五厘（約2.25センチ，引用者註）ナレド
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モ自己ノ実験ニヨリ之ヲ六分五厘（約1.85センチ）二減シテヨリ綿実自ラ離脱ヽン易クシテ綿英
66) 
ノ量二百分ノーヲ増スニ至レリ」とあるように改良され，出品した。
7. 購入価格
民具の購入価格については，あまり参考になる文献をみることはないのであるが，その一部
に，文献と現物に価格表示されているものがある。
これには，年月日が記入されているものや，現在遣存されている綿繰具の腰板に添付された
「商標」ラベルによると， 〔表〕 2. のごとき販売あるいは購入価格がみられる。
〔表〕 2. 綿繰具価格変遷表
年月日 1場 所 I価格 I ?
典
宝永4(1707) 新潟 3匁5分 『耕稼春秋』による
幕末 播州加古川 3匁3分 『加古川市誌』による
明治4(1871) 尾張一宮 3匁6分 『一宮市史』による
明治10(1878) 愛媛県温泉郡 8銭 『第第一八類回農内国具勧綿業花博趣覧会器出品解説』第五区農業
明治10(1878) 相模国高座郡 43銭 『三第一類紡回績内機国勧械業赳博綿覧会器出品解説』第四区機械第
明治10(1878) 岩代国耶摩郡 30銭 『三第一区紡回績内機国勧械業博綿覧切会器出品解説』第四区機械第
明治13(1880) 東京府荏原郡 40銭 『東京府下郡部農具図』による〔図26〕
明治13(1880) 東京府南豊島郡 1円50銭 『東京府下郡部農具図』による〔図27〕
昭和14(1939) 一宮市本町通り 1円30銭 〔調査番号81-13〕墨書銘記
昭和15(1940) 京都府丹後町 4円 〔調査番号84-26〕墨書銘記（停止価格）
昭和15(1940) 愛知県守山町 2円30銭 〔調査番号81-11〕墨書銘記
昭和15(1940) 愛知県 2円80銭 （調査番号81-28〕商標ラペル（停止価格）
昭和18(1943) 埼玉県行田市 6円50銭 〔調査番号81-25〕墨書銘記
昭和23(1948) 埼玉県加須市 430円 〔調査番号81-26〕墨書銘記
〔註〕 それぞれの綿繰具に銘記されているもの，あるいは関係文献によるもの。
当然，第二次世界大戦のときには，「停止価格」「公定価格」の表示がつけられているので，
一定価格が維持されたのであろうが，それらを詳細に確認するまでにはいたっていない。丹後
地方における購入価格は，生産地からの輸送費・中間利潤などが付加されているから，地方価
格としては比較できないが，あまりにも標準価格からは隔離している。ちなみに，現在の価格
（昭和六一年ー一月）として京都の機織具店の阪売価格二万三000円をあげておく。
8. 木綿の回帰現象
第二次世界大戦の末期（昭和18~20年）のとき，国内の木綿栽培による自給体制の確立を目
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ざして木綿栽培が行われ，その処理用具としての綿繰具が生産販売されることになる。
とくに昭和一五年以後には，衣料事情が切迫することになり， 「衣料切符制」が公布される
と，各地において小規模の木綿栽培が復活してくる。これらの地域は従来から幾分なりとも木
綿の栽培技術をもち，それを受け継いできたところであった。このとき木綿の処理に綿繰具が
必要とされることになる。しかし大量的な処理ではないので，動力による綿繰機械よりも，手
廻しの綿繰具が，生産規模の関係から需要関係を生みだし，関連的に綿繰具の生産が復活する
ことになった。墨書銘記に終戦末期，および戦後二十年代の製作もしくは使用時期をしめす
年号が記入されているのが，比較的多く遺存されているのも，木綿自給への回帰現象をものが
たっている〔調査番号81-11,81-13,81-25,81-26,82-10,84-05,84-26,86-05,86-17〕。
9. まとめ
綿繰具は， もと中国の漢民族にあってほ， 椅子姿勢の作業から王禎『農書』， 徐光啓『農政
全書』などの挿図にみるごとく，中国に導入された時期には，小型の攪車が使用されたとみら
れるが，それ以後は，椅子姿勢に適当な大型の道具にとってかわった。実際には挿図による図
面上の推測であり，わが国への伝来については，少なくとも数種の綿繰具が伝来したものとみ
てよい。この形式には，大型・小型の綿繰具があり，明治になっても共存使用していたのであ
ろう。これらのうち大型のものは，圧延機能をもつものとして， 「歌留多」の圧延に使用され
ることになり，また明治以後において，帽子の材料として麦秤真田紐の輸出が盛んになるにつ
れ，小型のものは瀬戸内を中心とし盛んに使用されたものとみてよい。
そして小型の綿繰具は，木綿生産の北限にまで達することになり，庄内平野においても使用
されている。これら綿繰具の形式は当然のこと改良が加えられない地方においては，古い形
式を維持しているものであり，おそらく背のたかい器台をもつものであり，斜歯歯車もニッ山
であったものとみてよい。この形式のものは，器台の両側に，輔櫨をもつものであり，二人ろ
くろと称し器台の両側の作業工がすわって互いに逆方向に回転するもので， そのうちの一人
が，綿英をかます作業をもうけもったのかも知れない。あるいは，三人の作業工が互いに向か
い合って，二人が回転をし，あとの一人が，綿英をかます作業をしたのであろう。
このような道具に多くの人が従事することは，非能率であるために，ここに一人で作業する
ことに切り換えられたのであろう。これが西日本型といわれる形式であり，輔櫨の回転をする
と同時に，綿英を噛ます作業をも受け持つことになるのである。おそらく畿内のような先進地
帯において，作業の能率をあげるために，合理化がおこなわれたのではなかろうか。
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そのために東日本にあっては，古い「二人繰り」 （二つろくろ）の形式を残しながらも，一
人で回転する方向に発展をみたのであるが，器台は，まったく不用な両側に斜歯歯車をつけ，
さらに回転するため把手をつけるこのため「ホゾ」を残すものとなったのであろう。このこと
が，東西間の形式差を生むことになったものと考えられるのである。
ここでは，文献のみによる記述技術史によることなく，実際に保存される産業遺物の調査を
とおして，その変遷をたどることにした。この方法は，民具研究の分野では常道となりつつあ
るが，産業技術史の上では，まだ市民権をえていない。
なおこの調査は，産業技術史研究会（大阪府企画部）の現状調査に始まるものであり，その
調査経費の一部がふくまれていること，および綿繰具の実測調査にたいして，それぞれの博物
館の許可をえて，長い期問にわたって実測調査したものであり，さらに，
〔大阪市立博物館〕伊藤広之・〔京都府立丹後郷土資料館〕井之本泰．［一宮市立郷土資料
館〕岩野見司・〔国立民族学博物館〕宇野文男・〔埼玉限立さきたま資料館〕岡本一雄・
〔成田山霊宝館〕小倉 保・〔四国民家博物館〕桂真幸・〔沼津市歴史民俗資料館〕神野
善治・〔四国民家博物館〕三枝妙子・〔東大阪市立郷土博物館〕竹内晶子・〔日本民家集落
博物館〕中尾八重・［町田市立博物館〕畠山 豊・〔東京農業大学図書館標本室〕宮本八恵
子・〔枚方市文化財研究調査会〕吉田晶子・〔京都府立総合賓料館〕福田栄治（順序はアイ
ウニオ順，に所属は在職時のものを含む）
などの関係者各位に，収蔵品の調査・実測許可の手続きを患わすことになり，その他いろいろ
な面にわたり，詳細なご教示をたまわったことにたいし厚く惑謝を表する次第であります。
〔あとがき〕
本稿は， 『綿繰具と綿繰機械』のうちの一章をなすものである。何分とも大部の著書となる
ので， ここでは綿繰具の調査を中心として報告にかえることにした。なお現在においても実測
調査が進行中であるので，何分とも研究者各位のご協力をお願いする次第である。
註
1)現在までに，年次報告の必要から，逐次に経過報告をしており，口頭発表ののち報告をしたものは，
つぎのとおりである。
「綿繰具と綿繰機械」『産業技術史研究』大阪府企画部昭和五九年三月 二O~五〇ペー ジ。
「綿繰具の分布」『近畿民具学会年報』九近畿民具学会昭和六0年ー 0月三一日 四ー～四九ペ
ジー。
「綿繰具の分布」 『東西学術研究所所報』四三 関西大学東西学術研究所昭和六一年三月三一日
ニペー ジ。 （昭和六十一年二月二十六日研究会報告J
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「民具による紡織技術」 『丹後の紡織』 I 京都府教育委員会 昭和六0年三月三一日 〔実際の発
行は，昭和六一年二月一日〕七～四八ページ。
2)村山 高『世界綿業発達史』日本紡績協会昭和三六年ー0月三〇日 二〇七ページ。 「米国におけ
る初期の綿繰作業は，手で綿の種子から繊維を引離すという全く原始的な方法によって行われ，それが
綿作の発展を阻害する最大の原因の一つとなっていた」としている。
Hommel, Rudolf P. 
1937 China at Work. The M. I.T. Press, Cambridge, p. 161. 
著者ホソメルは，現在でも (1930年代）道具をもたない人たちは，このような綿繰方法によっていると
記している。
3)西村孝夫『インド木綿工業史』未来社一九六六年三月一五日 四五～四六ページ。
4)村山高『前掲書』二〇八ページ。
中原虎男『織物雑考』雄文堂昭和二年ー0月一五日 四ー ペー ジ。
5)この資料については，武蔵野美術大学田村善次郎氏のネパール民俗調査の収集資料を調査させていた
だいた。未発表の資料を，先に発表する機会をあたえられた同氏に厚く感謝の意を表する次第でありま
す。
6)吉本忍『イソドネシア染織大系』紫紅社 昭和五二年ー0月一五日 240ページ。この記述から私見
を加えてまとめるならば，イソドネツアでは，暫定的に，つぎの方法に分類することができる。
(1) 手取り法 ヌサ・テンガラ諸島のサウ (Sawu)島，ロティ (Roti)島
(2) 顧軸法
(3) 回転掻き混ぜ法 スラウェシ島のトラジャ (Toraja)族
(4) 攪車法 チモール島アマチパソ地方〔同書，図12〕，および各地。
7)国立民族学博物館の吉本忍氏のご教示による。
8) Hammerton, John (ed.) 
1912 Peoples of All Nation. 2 vols. London. 
9)朝鮮総督府勧業模範場『朝鮮ノ在来農具』勧業模範場大正十四年三月一五日
10)陶宋儀『報耕録』巻二四黄道婆
初，無踏車・椎弓之製，率用手剖去子，線弦竹孤置案間，振悼成剤。
11)元・司農司撰『農桑輯要』 〔至元ー OCーニ七三）年）巻二
12)厳中平『中国棉紡織史稿』科学出版社一九五五年九月 ニニペー ジ。
13)潟家駒「我国紡織家黄道婆対於棉織業的偉大貢献」 『中国科学技術発明和科学技術人物論集』一九五
五年刊三〇四～三一三ページ。
呉静山「黄道婆現代の紡織技術改良家」 『人民中国』一九五八年第二号 四O~四ニペー ジ。
14)厳中乎『中国棉紡織史稿』科学出版社一九五五年九月 二三ペー ジ。
厳中平・依田憲家訳『中国綿紡績史稿』校倉書房昭和四一年ーニ月ー0日 二八ペー ジ。
15)王禎『農書』 〔皇慶二(-三一三）年〕 「農器図譜」一九
16)天野元之助『中国古農書考』龍渓書舎一九七五年七月一〇日 九ペー ジ。
ここでは，元代（木綿攪車『王禎農書』）一明代（木綿攪車『農政全書』）一清代（軋車『古今図書集
成』）について図示して比較を試みている。
17)徐光啓『農政全書』 〔崇禎ーニ（一六三九）年巻三五木綿
18)宋応星『天工開物』 〔崇禎一四（一六四ー）年〕巻二乃服
19)宋応星『天工開物』巻上乃服〔王雲五主編『国学基本叢書四百種』〕中華民国五七年六月 台湾商
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20)徐光啓『農政全書』 〔崇禎ーニ（一六三九）年〕巻三五 〔王雲五主編『国学基本叢書四百種』〕
21)史宏遠「試論宋元明三代棉紡織生産工具発展的歴史過程」 『歴史研究』一九五七年第四期 科学出版
社二〇～四ニページ。
22)『古今図書集成』経済彙編 考工典ニー八
23)仙洲『中国機械工程発明史』科学出版社一九六二第一ー図軋車。
24)方観承『棉花図』 ［乾隆三0(一七六五）年刊〕第八図軋核（軋花）
25)『欽定授衣広訓』 〔嘉慶一三（一八〇八）年刊〕巻上棉花図第八軋核
26)会田俊夫『歯車の技術史』一七六ページ。
「はすば指車とすれば左右歯車の歯すじ方向が逆になるべきであり，この場合は単なる乎歯車で，図
法の不正確さを示すにすぎぬものといえる」としている。
27)平歯車でないことは，下記の刻本をみた限り，斜歯歯車を示すことは明らかである。ただその描写方
法において，いずれの歯車でも同方向に刻んでおり，これが判断を誤らせることとなった。なおこれ以
外にも，復刻本があるが省略する。
(1) 明・宋応星『天工開物』 〔明和八（一七七ー）年二月〕日本江田益英校点刊 九冊
大阪 山崎金兵衛・柏原屋左兵衛•河内屋茂八
（斜歯歯車は，両車とも同方向に刻まれている）
(2) 明・宋応星『天工開物』 〔中華民国一九（一九三0)年六月〕華通書局九冊
（斜歯歯車は，両車とも同方向に刻まれている）
(3) 明・宋応星『天工開物』 〔一九五九年六月〕中国古代科技図録叢編初集① 一冊
中華書局上海編輯所編輯 中華書局
（斜歯歯車は，両車とも同方向に刻まれている）
(4) 明・宋応星『天工開物』 〔中華民国二五（一九三六）年ーニ月〕世界書局一冊
（ここでは，まったく別の搾機械が，描写されており，斜歯歯車などの描写はみられない）
(5) 明・宋応星『天工開物』〔中華民国二六（一九三七）二月］（国学基本叢書簡編）商務印書館一冊
（斜歯歯車は，両車とも同方向に刻まれている）
(6) 明・宋応星『天工開物』〔中華民国五七（一九六八）年六月〕国学基本叢書四百種商務印書館二冊
（ここでは，歯車の描写は(1)と同じであるが，描写はことなる）
(7) 明・宋応星『天工開物』 〔昭和四七（一九七二）年一〇月一五日〕渡辺書店一冊
（明和本による復刻によるもので，描写は，上記のとおり）
28)なおこの部分の攪車の名称については，
天野元之助『中国農業史』御茶の水書房一九六二年八月三0日 五〇五ページ。
によるところが大きい。
29)宮崎安貞『農業全書』元禄ー0(一六九七）年
30)大蔵永常『綿圃要務』天保五（一八三四）年（『日本科学古典全書』第一一巻 朝日新聞社 昭和一
九年
31)寺島良安『和漠三才図会』巻三六女工具
32)『第一回内国勧業博覧会出品目録』第三部
33)宮崎柳条『広益農工全書』巻五 牧野普兵衛［消風閣蔵本〕明治一四（一八八ー）年
34)大和高田市史編集委員会編『大和高田市史』大和高田市役所 昭和三三年四月十日 三一〇ページ。
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35)『遠州産草綿製記』明治五（一八七二）年〔国立国会図書館蔵『木綿闘説』収録〕
36) 『教草』第九草綿一覧明治五（一八七二）年 〔復刻版恒和出版昭和五二年〕
37)『東京府下郡部農具図』明治一三（一八八0)年 国立国会図書館蔵
38)寺島良安『和漢三才図会』巻三六女工具
39)中村傷斉『訓蒙図棄』 〔寛文六（一六六六）年〕第一〇器用三〔近世文学書誌研究会絹『近世文学資
料類従』参考文献編四勉誠社昭和五一年〕
40)『女用訓蒙図彙』 〔貞享四（一六八七）年〕ー所作具腸繰（『稀書複製会』第九期米山堂昭和十
一年二月廿八日）
『頭書増補訓蒙図彙大成』 〔寛政元（一七八九）年〕巻之一〇 攪車きわたくり
41)井原西鶴『日本永代蔵』巻五（野間光辰校注『西鶴集』下 日本古典文学大系48 岩波書店昭和三
五年八月五日， 『復刻日本永代蔵』全六巻山海堂出版部昭和十二年三月四日）
42)井原西鶴『好色―代男』 〔天和二（一六八二）年〕巻二（麻生磯次校注『西鶴集』上 日本古典文学
大系47 岩波書店昭和三二年ー一月五日）
43)大関増業『機織棄編』 〔文政一三（一八三0)年〕 （復刻『13本科学古典全集』 8 第一三巻朝日
新聞社昭和五三年）
44)西川祐信『百人女郎品定』下之巻綿繰〔享保八（一七二三）年〕（『近世日本風俗絵本集成』臨川書店
昭和五四年三月二十日， 『日本風俗図絵』第三輯 日本風俗図会刊行会大正三年八月五日）
45)小林忠『春信』（浮世絵大系）二集英社昭和四八年，吉田嘆二編『春信全集』高見沢木版社
昭和一七年九月一五日 第三三六図綿くり「僧正遍照わたくり」
46)王禎『農書』 〔皇慶二(-三一三）年〕 「農器図譜」一九
47)徐光啓『農政全書』 〔崇禎ーニ（一六三九）年〕巻三五木綿
48)寺島良安『和漢三才図会』 〔正徳三（一七一三）年〕巻三六女工具
49) 『御殿場市史』別巻I考古・民俗編御殿場市役所昭和五七年三月二七日 四九ニペー ジ。
「綿くり」 （小山町小山・臼井茂氏蔵）
50)会田俊夫『歯車の技術史」開発社昭和四五年ーーページ。
51)飯田吉之助『一宮市史』一の宮新聞社大正一二年
巻之上第一〇章雑録第七節名産綿曳糖櫨
52)『尾張名所図会』 〔天保ーニ（一八四ー）年〕後編一
53)岡田渓志『摂陽郡談』 〔元禄ー四（一七O-)年〕巻一六 0名物土産の部（芦田伊人編『大日本地
誌大系』雄山閣昭和五年二月一五日 三四三ページ）
54)『摂津名所図会』 〔寛政八（一七九六）年〕住吉郡一平野製産
55)大蔵永常『綿圃要務』 〔天保五（一八三四）年〕乾之巻綿を作る人心得の事（『日本科学古典全書』
第一一巻朝日新聞社昭和一九年，『日本思想大系』近世科学思想上巻岩波書店昭和四七年，『日
本農書全集』第一五巻農山漁村文化協会昭和五二年ー0月一〇日）
56)『百姓伝記』 〔元禄年間〕巻ー五（『日本農書全集』第一七巻農林漁村文化協会昭和五四年ーニ月
二0日）三三ニペー ジ。
57)土屋又三郎『耕稼春秋』〔宝永四（一七〇七）年〕巻之七（『日本農書全集』第四巻農山村漁村文化
協会昭和五五年六月二五日）二九八ページ。
58)加古川市教育委員会の滝川吉則氏よりの私信による。
59)『尾張名所図会』 〔天保ーニ（一八四ー）年〕後編ー 「一宮月並市」
60)『一宮市史』上巻一宮市役所昭和一四年
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61)田村博「綿繰機再考」『民俗文化』第203号滋賀民俗学会昭和五五年八月二五日 ー九九四ペー
ジ。
第七綱産業第三章商工業綿曳輔櫨
62)加古川市誌編修委員会『加古川市誌』第一巻加古川市教育委員会昭和二八年六月一五日 四三一
ペー ジ。
63)『備後国福山領風俗問状答』 （文政二（一八一九）年力〕『日本庶民生活史料集成』第九巻三一書房
一九六九年九月一五日 七一八～九ページ。
64)『加古川市誌』四三三ページ。
65)四国民家博物館の桂美幸氏のご教示による。
66) 『明治十年内国勧業博覧会出品目録』第五区農業第八類農具〔『明治前期産業発達史資料』第7集(5)
明治文献昭和三八年七月〕
〔表〕 3. 綿繰具実測調森明細表
調究 所 蔵 者
調森 所蔵番号 法f,t(センチ） 斜歯歯車 帷輯．把手 収集（使用）地 使用者・ま
備 考番号 年月日 標本番号 全長 幅 高さ 角度 山 長さ 直径 把手 収集年月日 たは旧蔵者
81-01 成田山霊宝館 57.01.27 180 31.4 35.0 32.0 34.0 3 14.0 2.2 帷槌 千業県印施郡印西町木下1370 岡田昭雄（収集月 B38.10.06) 
81-02 成田山霊宝館 57.01.27 30.3 35.0 30.3 30.0 3 15.3 2.4 欠損 千葉県（収集月日40.03.31) 川辺春光 〔商標ラベル〕 「実用新案登録顛 日の丸号 東京笠井
兄弟廂会下谷」 〔備考〕上部捻子込み式
81-03 町田市立博物館 56.09.24 33.5 31.0 35.0 2 14.8 1.8 欠損
町田市下小山田町2631
薄井嘉夫 〔謁苔〕解読不能（収集月 B50.05.22) 
81-04 町田市立博物館 56.09.24 40.5 43.0 39.0 2 13. 7 2. 7 欠損
町田市其光寺町287
榎本 実 〔i,苦〕 「天保七年」（収集月 El51.03.19) 
81-05 蒲郡市郷土査料館 57.01.29 79-430 48.8 29. 7 32.2 21. 0 3 10. 7 2.0 鯉櫨
蒲郡市西浦町
柴田定雄 〔備考〕蝶捻子込み式、陶器支具（収集月 El54.07.0l)
81-06 蒲郡市郷土衰料館 57.01.29 80-1625 50.5 31.4 27. 7 24.0 3 12.0 1.8 
蒲郡市西浦町
西浦小学校 〔備考〕管理換えによる。（収集月日54.07.01)
81-07 大府市歴史民俗資料館 57 .02.20 51.9 34.4 27 .3 22.0 3 11.8 1.7 大府市
81-08 大府市歴史民俗資料館 57.02.20 49.8 36.1 31.5 22.0 3 II.I 1.8 大府市
81-09 名古屋市博物館 57.03.02 51.8 32. 7 28.0 32.0 3 9.6 I. 7 竹筒 名古屋市緑区大高井字高見 山口 茂 〔畢性〕「熱田東／昼佐口」 〔焼印〕 「O二佐」（収集月 El48.07.29) 
81-10 名古屋市博物館 57 .03.02 2008/753/4 49.8 30.4 29.0 12.0 3 10.5 2.0 饒髄
名古屋市中村区
後藤至良 〔焼印〕胸板「棉繰機」（収集月日51.03.31)
81-11 名古屋市拇物館 57.03.02 56.2 35. 7 28. 7 25.0 3 10. 7 I. 9 名古屋市守山区幸心屋敷449 長谷川きり 〔謁湘〕 「昭和拾li.年四月ーEl/守山町幸心 長谷川珠
（収集月日49.05.21) 作／代金二円三拾銭／旧二月二十一日」
81-12 愛知県立農業総合試験場 57 .01. 21 49.0 36.4 28.8 20.0 3 15.0 2.0 帷櫨 愛知県丹羽郡大口町豊川 安藤鉄男 〔備考〕新案特許第262065号、陶器支具〔焼印〕「大森式」農業民俗館
愛知県立農業総合試験場81-13 
農業民俗館 57 .01. 25 50.0 36.0 26. 7 25.0 
〔梨湘〕 「一宮本町通地蔵寺jij/製作A 渡辺兼治郎／
3 10.9 1.8 饒櫨 愛知県中秘郡祖父町桜方 浅野栄一 昭和十四年Jjfl/lEI正月二El/代Jil壱円三十銭／桜方／浅
野栄九郎／所蔵」
81-14 愛知県立農業総合試験場 57.01.21 53. 7 28.2 28.0 28.0 4 12.5 2.2 知多市 近藤 fl三農業民俗館
81-15 一宮市立郷土衰料館 56.11.01 36.0 27.0 28.0 4 9.2 1.8 愛知県一宮市
81-16 京都府立総合衰料館 56.11.01 1667 57 .0 30.4 29.0 25.0 4 10.5 1.8 帷鑢 京都市伏兄区康師志水町 黒川直幸（収集月 El53.02.03) 
81-17 京都府立総合衰料館 56.11.01 57 .0 32.8 27.8 ？ 3 11.6 1.8 欠損 京都市伏見区深草
81 .:.13 京都府立総合沢料館 56.11.01 109 47. 7 31.5 29.3 25.0 3 11.6 1. 7 
京都府南山城村高尾
上中常一（収集月 IJ41.02.14)
81-19 高槻市民俗文化財室 57.02.16 47 .4 30.5 29.4 30.0 3 IO. 7 2.0 舗髄
硲槻市川西町1-6-2
長尾 明 〔焼印〕 「大阪府沃木中央貿易」（収集月 EJ52.07.27)
81-20 高槻市民俗文化財室 57.01.13 29.6 28. 7 35.0 3 10.6 1.8 
81-21 加古川市立郷土資料館 57.01.14 273 49.8 30.3 28. 7 23.0 3 10.5 1.8 饒植
兵祁県加古川市中山
藤原正規（収集月 El49.04.25)
81-22 加古川市立郷土資料館 56.11.27 47. 7 47 .6 27.3 25.0 3 10.3 1.6 兵1庫県加古川市 〔備考〕糖槌が逆位骰にあるが、現状とおり実il。
81-23 大阪市立1葬物館 57 .03.04 63.5 48.5 31.4 30.0 3 12.4 1. 7 奈良県 〔焼印〕「倉田庄照」 rロー岩 □二田 0ー岩庄」
81-24 大阪市立拇物館 57.03.04 61.3 32.2 28.0 26.0 4 10.3 1.8 欠損 奈良県
番外 大阪市立1尊物館 39. - 42. 7 30.0 28.4 30.0 3 10.4 2.0 帷櫨 大阪府
81-25 埼玉県立さきたま査料館 57.03.06 1130 82.6 32.0 33.2 32.0 3 15.3 1.8 
埼玉県行田市若小5-1573
田島民蔵 園；'!'〕 「長野枠屋」 「定価六円五拾銭/II麻I拾八年十（収集月 1351.08.20) 二月求之」
81-26 埼玉県立さきたま査料館 57.03.06 386 59.6 33.0 31. 7 35.0 3 15.0 2.0 
埼玉県加須市水深2237
須永悦郎
〔畢許」 「昭和弐拾参年拾月／金四百参拾,,,也」 「ロニ
（収集月 845.04.10) 須永」
81-27 伊丹市立博物館 57.03.09 伊8014 49.5 30.4 28.6 22.0 3 10.6 I. 9 饒櫨 兵廊県伊丹市 〔商標ラペル〕 「国策号棉繰機／最上無比／特撰品／特
約店（下部欠損）」
81-28 伊丹市立博物館 57 .03.09 伊 677 54,3 30.2 28.2 25.0 4 
〔商標ラペル〕 「綿繰器／躍進H本の自作自給／一家に
10.6 1.8 饒鑢 兵廊県伊丹市 小西龍三 一台・子孫の基本／輸入防止で栄える日本／定価一台⑰
金弐円八拾銭/flの丸綿繰器製作所」
81-29 滋賀県田上郷土史料館 57.03.13 100. 50.0 72.0 11.2 2.0 滋買県大津市上田上牧町 古市 きみ 〔備考〕田上郷土史料館理事田村 膊の復冗による。
欠番 東大阪市立郷土陣物館 42. - 95.5 50.0 78.0 15.0 2.0 東大阪市（旧布施市）
81-30 松阪市立歴史民俗資料館 57.03.22 230 53.3 35.6 27 .2 30.0 3 11.9 1.8 一瓜県松阪市大平尾 深I 忠男
81-31 松阪市立歴史民俗査料館 57.03.22 218 41.6 30.0 27 .I 34.0 3 1. 7 2.0 一重県松阪市大平尾 深田忠男
調査
所 蔵 者 調査 所蔵番号 法批（センチ） 斜歯歯車 観櫨．把手 収集（使用）地 使用者・ま 備 考番号 年月日 標本番号 全長 幅 品さ 角度 山 長さ 直径 把手 収集年月日 たは旧蔵者
82-01 三煎県立博物館 57.04.15 57 .6 34.3 28.4 24.0 4 10.4 1.8 轄櫨
二重県一志郡二雲鶴
野田梢ー 〔備考〕現状のままの実測であり、もとからこの状態で
（収集月日45.08.00) あったかについては不明。
82-02 埼玉県立博物館 57 .04.22 SPM69-206-02 31.3 27. 7 32.0 3 14.5 1.9 埼玉県
82-03 埼玉県立博物館 57 .04.22 SPM77-331-13 33.4 31.8 30.0 3 14.6 2.0 埼玉県羽生市尾崎470 烏海登一郎 〔備考〕踏み板には、鋤先部分を転用させている。
82-04 京都府立総合資料館 57.04.23 1388 44.2 58.0 26.5 40.0 3 10.2 1.8 
示都府綾部市
八木茂生 〔備考〕推測・加古川産（収集月日52.04.13)
82-05 黒崎町常民文化資料館 57.09.19 731分2(7)B 57 .8 24.0 32.2 28.0 3 13.2 I. 7 新潟市曽和 青池一男 〔備考〕ロクロにシゴキ板が付属。28~-0 （収集月日48.12.14)
82-06 黙崎町常民文化資料館 57.09.19 275分2(7)B 58.0 27 .2 32.2 28.0 3 13.2 I. 7 新潟県西蒲原郡照崎町大字木場 武田源助 〔備考〕ロクロにシゴキ板が付属。16(12) （収集月日46.08.10)
82-07 黒崎町常民文化資料館 57. 09. 19 57. 7 30.2 32. 7 20.0 3 15.3 1.8 新潟県西蒲原郡黙崎町大字板井 佐々木市治郎
82-08 広島県田尻民俗資料館 57.09.26 53.0 27.2 30.3 32.0 3 10.6 3.0 広島県福山市田尻町 〔備考〕麦程真田用として使用。
82-09 広島県山野民俗資料館 57.10.17 49.1 53.8 27 .2 27.0 3 10. 7 1.6 広島県福山市山野町 〔備考〕推測、加古川産。
82-10 広島県山野民俗資料館 57.10.17 49.6 37 .3 28.0 24.0 3 10.5 2.0 広島県福山市山野町 〔晶啓〕台側面「―千六百年／昭和十五年／親屋」
82-11 神奈川県立博物館 57.10.29 G!23 70.1 33.4 32.0 35.0 3 15.0 2.2 横浜市戸塚区名瀬40 金子冬治
〔備考〕 「TotsukaDepartTEL.202.398」を記す紙切れ
がロクロの下部に挟みこまれている。
82-12 神奈川県立博物館 57.10.29 研 251 47. 7 18.5 31.3 22.0 3 12.7 1.5 横須賀市秋谷4462 梶谷弥右律1r1
82-13 示都府立総合資料館 57.04.23 A247-W 52.8 50.0 26.6 25.0 3 10.3 1.5 福知山市字甘栗 足立孔弘
82-14 広島県田尻民俗資料館 57.09.26 60.0 27 .0 27 .6 28.0 3 10.8 1.8 広島県福山市田尻町
84-02 京都府立丹後郷土資料館 59.09.21 49.4 30.8 29.2 5.0 3 10.6 1.8 饒櫨 京都府宮津市字日置 今井市之介 〔晶苦〕 「今井市之介／凩都今井市之介」
84-05 京都府立丹後郷土資料館 59.09.22 43.3 30.3 28.5 26.0 3 10.6 I. 8 欠損 京都府丹後町字徳光 永島 保 〔黒甚〕 「昭和十六年八月京都滝井種苗株式会社ヨリ購
求／操作之板／永島」 〔焼f.l〕 「山印二上、永島」
84-06 凩都府立丹後郷土資料館 59.09.22 45.6 29.5 31.5 30.0 3 10. 7 2.0 饒穂 京都府舞鶴市字田井 山内ハル 〔焼印〕 「音無型」 〔備考〕上部捻子込み式、陶器支具
84-09 京都府舞鶴市平小学校 59.10.03 30.0 32.2 25.0 3 11.6 2.0 植鑢 京都府舞鶴市 〔焼印〕 「音無型」 〔商標〕 「新案特許／大森式棉繰器
／名実共一日本一／製造元愛知県大森製作所」
84-11 京都府舞鶴市平小学校 59.10.04 56.0 25.6 26.0 3 8.2 1.8 )j¥都府舞鶴市 〔備考〕推定・加古川産
84-12 兄都府立丹後郷土査料館 59.10.12 39 51.0 49.6 26.0 25.0 3 10,3 1.8 京都府宮津市字脇 藤原慎一郎 〔備考〕推定・カIi古川産
84-19 京都府竹野郡丹後町立宇 59.10.27 54.0 30.5 28.8 23.0 4 11.0 2.0 京都府竹野郡丹後町 稲本英治
〔商標ラベル〕 「登録商標／鈴木式／棉繰器／愛知県宮
川小学校資料室 田町／鈴木商会製作所」 〔焼印〕 「O 停ー」「卜」
〔商椋ラペル〕 「国防式口口口／登録商標／品集本位・
84-20 京都府竹野郡丹後町立宇 59.10.27 30.4 28.5 24.0 4 10. 7 1.8 帷櫨 京都府竹野郡丹後町
完全無比／一家二壱台・子孫の宝／国防（コクポウ）／
川小学校資料室 愛知県一宮市城崎通／鈴木商会製作所／屯話ーニ三五・
-o六九番
〔晟曹〕 「紀冗弐千六百年昭和拾五年秋購入代価四
84-26 京都府立丹後郷土資料館 59.11.15 53. 7 30.3 28.6 28.0 4 10.8 1.8 京都府舞鶴市字田井 水上キクエ 円也 水上培太郎代」 「水上七郎左衛門」 〔焼印〕 「田
水七」 「o-停」「田水七」 〔擦込〕 「卜」
84-30 京都府立丹後郷土衰料館 59.11.29 51.4 26.4 30.0 3 10.2 1.8 京都府舞鶴市字大山 岡山利喜男
〔焼印〕 「ロニ加古川仙助」 〔謁苫〕 「大山村利ヱ門」
〔備考〕確定・加古川産
86-01 蜂山町立五箇小学校 61.03.01 50.9 26.0 27 .8 33.0 3 10.4 1.8 京都府中郡峰山町
86-02 鋒山町立五箇小学校 61.03.01 51.1 48.2 27 .6 32.0 3 10.6 1.8 京都府中郡峰山町
〔焼印〕 「うけ合／かこ川／平右衛門」
〔備考〕確定・加古川産
86-03 久賀町立民俗衰料館 61.08.01 F-11,231 58.0 62.5 27 .0 45.0 3 16. 7 1.8 山口県大島郡久賀町字能生 西村 正 〔備考〕斜歯歯車の溝角度が鋭角になっている。
86-04 四国民家栂物館 61.09.26 2730011 52.2 27 .5 27 .5 20.0 3 20. 7 2.0 香川県小豆郡上庄町小江 浜田洗逸
86-05 四国民家栂物館 61.09.26 56.5 27 .0 29.0 28.0 3 10. 7 2.0 香川県綾歌郡綾南町 川崎米次 〔畢啓〕 「昭和28年10月llB/川崎米次」
86-06 四国民家1尊物館 61.09.26 52.3 40. 7 34.3 50.0 4 11.0 4.3 竹筒
香川郡宮川町大野
島村和信 〔備考〕変程其田用として使用したもの。（収集月 B61.08.12)
86-07 西宮市郷土沢料館 61.10.02 2792 30.3 27. 7 30.0 3 10.3 1.8 観櫨 西宮市上ヵ原三番町7-14 田中骰三郎
〔商様ラベル〕 「登録商標／義士号綿繰機／堅牢軽快／
製作元／兵廊県／株式会社河部機械製作所」
86-08 西宮市郷土資料館 61.10.02 1731 49.4 30.3 28.6 28.0 3 10.4 1.8 轄輯 西宮市上ヵ原山手町2-37 田中政雄
86-09 国立民族学博物館 61.10.23 H23525 52. 7 25.0 33.0 35.0 3 15.3 2.2 埼玉県 〔墨諮〕 「請合」 「ロロロ」
〔備考〕旧文部省史料館蔵（旧109-17)
〔商標ラベル〕 「国防式繰棉機／登録商標／国防／品質
86-10 国立民族学博物館 61.10.16 H 108843 56.5 30.5 28.0 32.0 3 10.6 1. 9 催櫨 兵1庫県氷」・.郡柏原町柏原580 本位・完全無比／一家に壱台／愛知県一宮市城崎通／鈴
木商会製造 電話ーニ三五・ニ〇六九番」
調査
所 蔵 者 調査
所蔵番号 法批（センチ） 斜歯歯車 観櫨・ 把手 収狼（使用）地 使用者・ま
備 芳J 番号 年月日 標本番号 全長 幅 高さ 角度 山 長さ 直径 把手 収集年月日 たは!Eli巌者
86-11 国立民族学博物館 61. 10.16 H23611 34.4 29.8 34.0 3 11.8 1.8 欠損 不明〔西日本型〕 〔焼印〕 「山印ニサ□合」 〔備考〕旧文部省史料館蔵
86-12 国立民族学博物館 61.10.16 H 35769 31.6 29.4 45.0 3 11.7 1.8 欠損
三重県伊賀上野市下郡515
中田 ' I>!
〔焼印〕 「印鑑／いが四十九村／わたくり製造所／採本
（収集月日1978.11.17) 文右エ1"1」 「伊買／山印ニワ／四十九文右ヱ門」
86-13 国立民族学博物館 61.10.16 H 19385 31. 7 28.9 32.0 3 11.6 1.8 欠損
岡山県小田郡兵鍋村大字具鍋 〔備考〕 A.M詞人収集 (1937.05.17)旧文部省史料館
（収集月日1937.05.17) 蔵〔収集番号〕 7981 
86-14 国立民族学博物館 61.10.16 H 104164 30.5 45.0 30.0 3 18. 7 3.0 輔挫 インドネシア共和国 〔備考〕インドネシア共和国ロンポク島南部バライカ村
86-15 沼津市歴史民俗査料館 61.10.17 1689 48.6 30.3 37 .0 平歯車 12.2 2.6 沼津市岡一色 長沢一美
86-16 沼津市歴史民俗査料館 61.10.17 220 49.5 30.3 33.0 25.0 4 15.0 2.3 輔饉 沼津市日野 秋山普ー 〔焼印〕 「山印—シ」
〔陪i標ラベル〕 Nc4563「国防式繰綿器／鈴木商会製作所
86-17 沼津市歴史民俗資料館 61.10 .17 4563 47 .6 30.2 29.6 28.0 3 15.0 2.0 儲植
沼津市多比
川口吉三郎
／愛知県一宮市／屯話ーニ三五番・ニ〇六九番」
（収集月日55.05.13) 〔撮糊〕 「昭和十八年五月新調」 「浜屋川日用」 「多比
／山印二川／ハマヤ」
86-18 国立民族学1尊物館 61.10.23 H 17540 43.0 52.8 32.0 3 20.2 2.0 欠損
朝鮮平安南道大同郡南串表大
〔備考〕旧文部省史料館蔵耳島里
86-19 国立民族学博物館 61.10.23 H65897 53.0 27.5 30,0 3 10.5 1.8 ？ 加古川市別府町新野辺
（収集月 El1979.08.24) 
86-20 国立民族学博物館 61.10.30 H 21656 51. 5 31.5 31.1 27.0 3 15.4 2.2 ？ 不明〔東日本型〕 〔備考〕旧文部省史料館蔵
〔畢ぽ〕 「米沢拙野目二茶屋藤兵衛」 「寸延大極上無類
86-21 国立民族学博物館 61.10.30 H 21657 32.8 34.1 28.0 3 12.1 2.0 ？ 米沢市 荼屋藤兵衛 根元,li'合」
〔備考〕収集番号11723旧文部省史料館蔵
86-22 国立民族学博物館 61.10.30 H 21655 60.9 34.5 27 .0 24.0 3 11. 7 2.0 不明〔西日本型〕 〔備考〕旧文部省史料館蔵
86-23 日本民家集落博物館 61.10.31 G272-841135 37.5 29.5 32.0 3 10.9 1.8 大阪府〔北摂〕 〔備考〕昭和28年1月採集、虫食で、現状不良
86-24 日本民家集落1尊物館 61. 10.31 57 .5 36. 7 27 .3 25.0 4 10.5 1.4 竹筒 大阪府池田市才田町 石田治一郎 〔備考〕昭和32年1月採集
86-25 日本民家集落1罪物館 61.10.31 K272-850868 61.2 30.3 28. 7 20.0 3 10. 7 1.8 輔櫨 大阪府〔北摂〕
〔商標フベル〕 「手動式繰綿機／新案登録制／「中央」
／大阪府茨木／中央貿易農機具部」
タイ国NakhonPathom凩Don
86-26 国立民族学博物館 61.11. 04 H375 56.5 33.5 46.0 28.0 4 15.4 2.0 tum郡Sanugam村 〔備考〕記録には、絹糸をつくるものとあり。
（収集月 El1974.11.23) 
上部
86-27 国立民族学博物館 61.11.04 H 130121 79.0 44.5 44.0 27 .3 
1.6 
中咄人民共和国山束省訴水県 〔備考〕上部楳軸は鉄、下部報軸は木製。下部
4.6 
86-28 枚方市文化財研究調査会 61.11.07 2-10-B 206 50.0 30.2 28.6 28.0 4 10.6 1.8 饒櫨 大阪府枚方市 〔商標ラペル〕 「農□□作所／大阪府DD郡枚方町継縄」
〔備考〕ロクロの下部に、布切れを噛している。
86-29 枚方市文化財研究調究会 61.11.07 2-10-B 204 43.4 30.3 28.5 22.0 4 10, 7 1.8 帷鑢 大阪府枚方市 〔商標ラベル〕 「登録商標／鈴木式棉繰機／「愛知県宮
田町（以下欠失）」 〔焼印〕〇二停、〔集苦〕下窃
86-30 枚方市文化財研究調査会 61.11.07 2-10-B 205 59.5 30.4 28.8 24.0 3 13.5 2.0 帷鑢 大阪府枚方市 〔備考〕ロクロ、支持柱に回転を円滑にする油付抒。踏
み板は後補。
86-31 東京農業大学図四館標本室 61.11.13 48.0 30.0 28.0 30.0 3 10.8 2.0 
香川県二型郡大野原町大字萩
矢野炭吉
原字早本
86-32 東京農業大学図茜館標本室 61.11.13 482 53.3 30.2 31.5 38.0 3 15.0 2.0 両側 千莱県東金市川場780 〔畢閲〕 「二拾一年本家嶋田家祐也」
〔備考〕 「一人繰り」の原型を止める。
86-33 東京農業大学図啓館標本室 61. !l.14 105 47.5 21.2 31.3 20.0 3 15.0 1.8 高崎市下小塙1019 佐野貞次郎 〔船曹〕 「高崎／伊藤町」 「さつまや／八口口」
86-34 東京農業大学図卯館標本室 61.11.14 504 69.5 30.5 31.0 32.0 3 12.6 2.0 
千葉県東金市押屋1276 〔墨匹〕 「本家／口口屋/aiり合」 「串］じ」
（収集月日1969.07.21) 〔備考〕とりもち付舒。ロクロの下部に紙切れを噛ませる。
〔&]/;曹〕 「ロロを口を仕綿きり」「上松稲荷町之又助口」
86-35 東京農業大学図粛館椋本室 61.11.14 3023 74.0 33.3 31.0 30.0 3 16. 7 2.2 新潟県西浦郡港町渦頭98 桶浦悦衛 「ロロロロロ油綿打硝合」 「上松稲荷町口口屋又助作」
「明治十四歳者近稀成綿年」
86-36 国立民族学博物館 61. 11.20 H 129387 51.0 28.8 30.5 28.0 3 10.8 I. 8 観饉 河内長野市長野町 〔商標ラペル〕 「冗祖／登録商標「国防」／国防式繰綿
器／ニセモノ有御求めの節は国防式と御指定下さい」
ネパール、サガルマタゾーン、
コタンジラ、ハレシ・パンヂ
86-37 武蔵野美術大学民俗査料室 61.11.27 154 51.0 36.0 49.0 32.0 4 16.0 2.3 ャヤット、ワードNs6、アイ 〔備考〕クサピは後補。加工程度は不良。
セルカルカ村
（収集月日1980.04)
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〔調査番号]86-18
〔調査月日〕昭和61年10月23日
〔所蔵者〕国立民族学博物館
〔標本番号]H17540
〔使用者〕不明
〔収集地〕朝鮮平安南道大同郡
南串表大耳島里
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〔調査番号〕86－14
〔調査月日〕昭稲1年10月16日
〔所蔵者〕国立民族学博物館
〔標本番号)H104164
〔使用者〕不明
〔収集地〕 インドネシア共和国
ロンポク島バラシカ村
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〔調査番号〕86－37
〔調査月日〕昭和61年11月27日
〔所蔵者〕武蔵野美術大学民俗資料室
〔標本番号〕 154
〔使用者〕不明
〔収集地〕ネパール、サガルマタゾーン、コタンジラ
ハレシ・バンチャヤット、ワードNO6
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〔調査番号〕86－26
〔調査月日〕昭和61年11月04日
昔j国立民〃
3)H375
昔〕不明
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〔調査番号〕81－29
〔調査月日〕昭和57判3月13日
〔所蔵者〕滋賀県田上郷土史料館
〔標本番号〕
〔使用者〕古市きみ
〔収集地〕滋賀県大津市上田上牧町
〔調査番号〕欠番
〔調査月日〕昭秘2年
〔所蔵者〕東大阪市立郷土博物館
〔標本番号〕
〔使用者〕
〔収集地〕大阪府東大阪市（旧布施市）
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〔調査番号〕81－04
〔調査月日〕昭祇6判9月24日
〔所蔵者〕町田市立博物館
〔標本番号〕
〔使用者〕榎本実
〔収集地〕町田市真光寺町287
〔収集月日〕昭和57判3月19日
〔調査番号〕86－21
〔調査月日〕昭柵1年10月30日
〔所蔵者〕国立民族学博物館
〔標本番号]H21657
〔使用者〕茶屋藤兵衛
〔収集地〕米沢市 Ⅷ
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〔調査番号〕81－25
〔調査月日〕昭稲7判3月帖日
〔所蔵者〕埼玉県立さきたま資料館
〔標本番号] 1130
〔使用者〕田島民蔵
〔収集地〕行田市若小五一1573
〔収集月日〕昭和51W8月20日
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〔調査番号〕81－26
〔調査月日〕昭和57卿3月06日
〔所蔵者〕埼玉県立さきたま資料館
〔標本番号〕 386
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〔調査番号〕82－02
〔調査月日〕昭和57年4月22日
〔所蔵者〕埼玉県立博物館
〔標本番号] SPM69-206-02
〔使用者〕
〔収集地〕埼玉県
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査番号〕82－03
調査月日〕昭和57判4月22日
或者〕埼玉際
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羽者1 ．眉 堂一郎
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〔調査番号〕82－07
〔調査月日〕昭和57判9月19日
〔所蔵者〕黒崎町常民文化資料館
〔標本番号〕
〔使用者〕佐々木市治郎
〔収集地〕新潟県西蒲原郡黒崎町大字坂井
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〔調査番号]82-11
〔調査月日〕昭和57年10月29日
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〔調査番号〕86－20???????? ????‐?」??? ?‐??
雪月日」昭和61年10月30日
蔵者〕国立民族学博物館
本番号]H21656
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〔調査番号〕86－32
〔調査月日〕昭柵1年11月13日
〔所蔵者〕東京農業大学図書館標本室
〔標本番号〕482
〔使用者〕
〔収集地〕
〔収集月日〕
三葉県東金市川湯78［
粥9年07月29日
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〔調査番号〕86－35
〔調査月日〕昭柵1年11月14日
〔所蔵者〕????
本番号」
用者〕樋満悦衛
集地〕新潟県西浦郡渚
室月日11981年03月31日
－－1－
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〔調査番号〕86－34
〔調査月日〕昭和61年11月14日
〔所蔵者〕東京農業大学図書館標本室
〔標本番号〕 504
〔使用者〕
〔収集地〕千葉
〔収集月日〕 1鮪9
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〔調査番号〕81－01
〔調査月日〕昭和57判1
〔所蔵者〕成田霊宝館
〔標本番号〕 180
〔使用者〕岡田昭雄
〔収集地〕千葉県印旛
〔収集月日〕昭和38年10
窪
11
?????? ?
査番号〕86－16
調査月日〕昭和61年10月17日
覇者j沼津市歴史民俗資料館
番号〕 220
羽者〕秋山善三
塞弛1沼津市ロ野
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〔調査番号〕81－06
〔調査月日〕昭和57年01月29日
載者」浦郡市
旨番号〕 80－16
羽者〕西浦中
実地〕沼津市
号月日1昭和54
節土資料館
25
学校（旧所
西浦町
判7月01日
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〔調査番号) 81-02
〔調査月日〕昭和57年01月27日
〔所蔵者〕成田山需壼館
〔標本番号〕
〔使用者〕川辺春光
〔収集地〕千葉県
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〔調査番号
???????
82-12
〔調査月日
〔所蔵者
〔標本番号
〔使用者
〔収集地
〔収集月日
昭和57年10
神奈川県立
研251
梶谷弥右衛
横須賀市秋
昭和45年08
|谷弥右衛
i須賀市秋
|和45年08
月29日
博物館
詞-口
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谷4462
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〔調査番号〕 82－06
〔調査月日〕昭和57年09月19日
〔所蔵者〕黒崎町常民文化資料館
〔標本番号〕 275分2(7)B16(12)
〔使用者〕武田源助
〔収集地〕新潟県西蒲原郡黒崎町
〔収集月日〕昭和46年08月10日
大字木場
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〔調査番号] 82-05 ?????
〔調査月日〕昭和57年明月19日
〔所蔵者〕黒崎町常民文化資料館
〔標本番号〕 751分2(7)B28(24)
〔使用者〕青池一男
〔収集地〕新潟市曽利
〔収集月日〕昭和48年12月14日
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〔調査番号〕 86－09
〔調査月日〕昭和61年
〔所蔵者〕国立民族
〔標本番号]H2352
〔使用者〕
〔収集地〕埼玉県
10月23日
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〔調査番号〕 86－33
〔調査月日〕昭和61年11月14日
〔所蔵者〕東京農業大学図書館標本室
〔標本番号〕 105
〔使用者〕佐野貞次郎
〔収集地〕高崎市下4､E1019
〔収集月日〕 1妬8年08月10日
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調査番号〕 81－08
蚤月日」昭和51
蔵者〕大府rf
本番号〕
用者〕
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關査番号〕 81－09
〔調査月日〕昭和57年03月02日
〔所蔵者〕名古屋市博物館
〔標本番号〕
〔使用者〕山田茂
〔収集地〕名古屋市緑区大高井字高見
〔収集月日〕昭和49年07月29日
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〔調査番号〕 81－18
雪月日
蔵者
本番号
用者
唱和56年11月01日
京都府立総合資料館
lO9
上中常一
京都府南山城村高尾
昭和41年02月14日
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〔調査番号〕81－20
〔調査月日〕昭和57年01月13日
〔所蔵者〕高槻市民俗文化財室
〔標本番号〕
〔使用者〕
〔収集地〕大阪府高槻市
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〔調査番号〕 81－30
〔調査月日〕昭和57年03月22日
〔所蔵者〕松阪市立歴史民俗資料館
?????????????
〔標本番
〔使用
〔収集
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〔調査番号〕 81－31
〔調査月日〕昭和57年03月22日
〔所蔵者〕松阪市立歴史民俗資料館
〔標本番号〕 218
〔使用者〕深田忠男
〔収集地〕三重県松阪
〔調査番号〕 81－23
〔調査月日〕昭和57年03月04日
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〔調査番号〕 86－05
〔調査月日〕昭和61年09月26日
〔所蔵者〕四国民家博物館
?????????????
葛
〔墨書底部) B召和28年10月11日
川崎米次
〔調査番号〕 86－11
〔調査月日〕昭和61年10月16日
〔所蔵者〕国立民族学博物館
〔標本番号]H23611
〔使用者〕
〔収集地〕不明（西日本型）
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〔調査番号)86-12
〔調査月日〕昭和61年10月16日
〔所蔵者〕国立民族学博物館
〔標本番号]H35769
〔使用者〕中田清
〔収集地〕三重県伊賀上野市郡515
〔収集月日〕 1978年11月17日
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〔調査番号〕86－13
〔調査月日〕昭和61年10月16日
〔所蔵者〕国立民族学博物館
〔標本番号)H19365
〔使用者〕
〔収集地〕岡山県小田郡真鍋村大字真鍋
〔収集月日〕 1鯛7年05月17日
〔収集者)A.M.同人
?????????????
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〔調査番号〕 86－22
〔調査月日〕昭和61年10月30日
〔所蔵者〕国立民族学博物館
〔標本番号]H21655
〔使用者〕
〔収集地〕不明（西日本型）
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〔調査番号〕 86－23
〔調査月日〕昭和61年10月31日
〔所蔵者〕 日本民家集落博物館
〔標本番号]G272-841135
〔使用者〕
〔収集地〕大阪府（北摂地方）
〔収集月日〕昭和28年11月
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〔調査番号] 81-11
〔調査月日〕昭和57年03月02日
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査番号〕 81－14
萱月日」昭和57年01月21日
蔵者〕愛知県立農業綜合試験場農業民俗館
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〔調査番号〕 84－19
〔調査月
〔所蔵
〔標本番
〔使用
〔収集
召和59年10月27日
斗後町立宇川小学校資網
〔調査番号〕 84－26
〔調査月日〕昭和59年11月15日
〔所蔵
〔標本番
〔使用
〔収集
〔収集月
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〔調査番号〕 86－24
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〔調査月日〕昭和61年10月31日
〔所蔵者〕日本民家集落博物館
〔標本番号〕
〔使用者〕石田治三郎
〔収集地〕大阪府池田市才田町
〔収集月日〕昭和32年11月
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〔調査番号〕 81－16
〔調査月日〕昭和56年11月01日
或者」扇郁肘立穗合貢科貫
番号〕 1667
弔者〕黒川直幸
実地〕京都市伏見区東師冗
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斤蔵者〕三重県立博物館
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迄用者〕野田精一
叉集地〕三重県一志郡三
叉集月日1昭和45年08月
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〔調査番号〕 84－20
〔調査月日〕昭和59年10月27日
〔所蔵者〕丹後町立宇川小学校標本室
〔標本番号〕
〔使用者〕
〔収集地〕京都府竹野郡丹後町
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調査番号〕 84－02
調査月日〕昭和59年09月21日
所蔵者〕京都府立丹後郷土資料館
標本番号〕
使用者〕今井市之介
収集地〕京都府宮津市日置
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〔調査番号〕 84－05
〔調査月日〕昭和59年
〔所蔵者〕京都府立
〔標本番号〕
〔使用者〕永島保
〔収集地〕京都府竹
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丹後郷士資料食
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〔霊書側面〕手
〔調査番号〕 86－30
〔調査月日〕昭和61年11月07日
〔所蔵者〕枚方市文化財研究調査会
〔標本番号] 2-10-B205
〔使用者〕
〔収集地〕大阪府枚方市
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〔調査番号〕 86－07
〔調査月日〕昭和61年10月02日
〔所蔵者〕西宮市郷土資料館
〔標本番号〕 2792
〔使用者〕田中儀三郎
〔収集地〕西宮市上力原三番町7－14
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調査番号〕 81－05
査月日」昭和57年01月29日
蔵者〕蒲郡市郷土資料館
本番号) 79-430
用者〕柴田定雄
集地〕蒲郡市西迫町
襄月日1昭和54年07月01円
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査月日〕昭和59年09月22日
蔵者〕京都府立丹後郷土資料館
本番号〕
用者〕山内ハル
集地〕京都府舞鶴市字田井
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〔調査番号〕 81－12
〔調査月日〕昭和57年01月21日
〔所蔵者〕愛知県立農業綜合試験場
農業民俗館
〔使用者〕安藤鉄男
〔収集地〕愛知県丹羽郡大江町
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〔調査番号]84-09
關査月日〕昭和59年10月03日
〔所蔵者〕舞鶴市平小学校
〔標本番号〕
〔使用者〕
〔収集地〕京都府舞鶴市
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〔調査番号〕 81－22
〔調査月日〕昭和56年11月27日
或耆」加盲川市立郷
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蚤月日j昭和57年04月27日
蔵者〕京都府立綜合資料間
本番号] 1388
用者〕八木茂生
集地〕京都府綾部市
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〔調査番号〕 82－13
[調査月日〕昭和57年04月23日
〔所蔵者〕京都府立綜合資料館
〔標本番号)A247-W
〔使用者〕安達孔弘
〔収集地〕京都府福知山市字甘栗
〔収集月日〕昭和42年03月27日
lﾑ 'lbO
II|=雪‐ II ql lI lI r
I 1
|i
~
；
I l I
I I O
I 1 1
1 1 1
1 1 0
??????
????
???
?? ? ?
雲
1
1
－
I' 二二＝＝＝＝=二
一
一一
??
一一==---幽仙一一三三三三三臺臺
〔調査番号] 84-11
〔調査月日〕昭和59年10月04日
〔所蔵者〕京都府舞鶴市平小学校
〔標本番号〕
〔使用者〕
〔収集地〕京都府舞鶴市
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〔調査番号] 84-12
〔調査月日〕昭和59年10月12日
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〔調査番号] 84-30
〔調査月日〕昭和59年11月29日
〔所蔵者〕京都府立丹後郷土資料館
〔標本番号〕
〔使用者〕岡山利喜男
〔収集地〕京都府舞鶴市
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〔調査番号〕86－19
〔調査月日〕昭和61年10月23日
〔所蔵者〕国立民族学博物館
〔標本番号]H65897
〔使用者〕
〔収集地〕兵庫県加古川市別府町新野辺
〔製造業者〕 1979年08月24日
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〔調査番号) 82-08
〔調査月日〕昭和57年09月26日
〔所蔵者〕広島県田尻町民俗資料館
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關査番号〕 86－06
〔調査月日〕昭和61年09月26日
〔所蔵者〕四国民家博物館
〔標本番号〕???
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